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但 バン ド く ん 」 オ ペレ ーション マニ ュ ア ル 但 





ーー 





『 バ ンド くん 】」 は 、 コ ンピュータ が 演じ る メン バー と バ 
ンド を 組ん で 、 ゲ ー ム 感覚 で アド リプ 演 泰 を 楽し む ミ ュ 
ー ジ ッ ク ソ フト で す 。 

本 ソフ ト に 付属 の シナ リオ ォ 「ZAP CITY 1991」 の 中 で 、 
あな た は : = バン ド 活 動 を する よう に 、 メ ン バ ー を 集 
め 、 ス タ ジ オ 代 を 稼ぎ 、 バ ンド 練習 に 励み ます 。 シ ナリ 
オォ の 日 的 は 、 コ ン テ ス ト に 参加 し て 優勝 し 、 プ ロ の ミュ 
ーー ジウ み ャ シン に な る だ 負 。 

この よう な バン ド 活 動 の シミ ュ レ ーション と と 5 に 、 ど 
ん な メン バー を 選ん で どん な バン ド を 作る か も 楽し み の 
ひと つっ です 。 個 性 派 り メン バー を うま くま と め て 、 末 晴 
らし い 演 奏 を レコ ー デ ィング し て くだ さい 。 








「 バ ンド くん 」 の 特長 


@ 約 |00 人 の ミュ ー ジ シャ ン の 中 か ら 、 好 き な 組 み 合わ せ 
を 楽し め ま す 。 

メン バー の 音楽 趣向 は ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ク ラシック な ど 
さま ざま 。 演 春 す る 曲 に よっ て 、 ど の よう な メン バー を 
集め て モッ ショ ン す る か ? 曲 に うま く マ ッ チ する 組み 
合わ せ を 発見 する の も 楽し み の ひ と つ で す 。 


@ 簡単 な マウ ス 操 作 で 手軽 に 演奏 を 楽し め ま す 。 

マウ ス の ボタ ン を 押し て 動か せ ば 、 あ な た の 提 当 する 楽 
器 の 音 が 流れ ます 。 マ ウス を どの よう に 動か し て も バッ 
ク の 演奏 か ら 音 が 外れ る こと は な く 、 楽 器 の で きる 人 も 
で き な い 人 も 同様 に 楽し ゆま す 。 


ゅ ミュ ー ジ シャ ン と し て 成長 する 楽し み が 味 わ え ます 。 
最初 は 、 素 人 同然 で す が 、 バ ンド 練習 を 重ね る うち に 演 
奏 レ ベル が 上 が っ て で いき ます 。 か な り 上 達し て きた ら コ 
ン テ ス ト に 参加 し 、 優 勝 を 日 指し ます 。 


e 目的 達成 後 は 、 自 由 に セッ ショ ン を 楽し め ま す 。 

コ ュ ン テス ト に 優勝 すれ ば 、 プ ロ の ミュ ー ジ シャ ン と な り 、 
街中 で の 行動 に 制限 が な く な り ま す 。 ま た 、 演 奏し た 曲 
を 録音 し て ミキ シン グ を 楽し むか こと も で きま す 。 











目 計 次 


は じ め に 

始め る 前 に 

基本 操作 を 覚え よう 

『 バ ンド くん 』 を 始め よう 
使用 機器 を 設定 する 

プロ フィ ー ル を 決め よう 
セー プ と ロー ド を 忘れ ず に 
これ が 「ZAP CITY] だ 
演奏 を する と き は 
演奏 を モノ に し よう 
リミックス の 楽し み 

プロ の 演奏 活動 と は ? 
メン バー と 晶 日 紹介 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 解説 
音色 ・ リ ズム デー タ 表 
トラ ブル に つい て 


「 バ ンド くん 」 監修 者 の プロフィール 
『 バ ンド くん 』 の シナ リオ 「ZAP CITY 1991」 の 曲 デ ー 
タ 、 ミ ュー ジ シ ャ ン の デー タ は 、 中 川 臣 一 氏 の 監修 に より 制作 さ 
れ ま し た 。 


中 川 賢二 
1944 年 | 月 9 日 生ま れ 。 東 京都 出 。 
1969 年 、 賊 応 表 軸 大 学 商 学部 卒業 。 
慶応 高校 時 代 よ り 、 訂 応 大 学 ライ ト ・ ミ ュー ジッ ク ・ ソ サエ 
ティ ー に 在籍 。 こ こ で ジャ ズ の 洗礼 を 受け る 。 独学 で トロ ン 
ポ ボーン の ほか 、 ベ ー ス 、 ピ アノ を 習得 し た が 、 現 在 は シン セ 
サイ ザー を 含む キー ボー ド が メイ ン 。 名 歳 の と き 、 渡 辺 貞夫 
氏 の 指導 の も と で 音楽 理論 と 作 ・ 編 曲 を 本 格 的 に 葛 強 し 始め 
る 。 大 学卒 業 後 、 財 団 法 人 ヤマ 人 ハ 音楽 振興 会 に 入社 。1975 年 
に 独立 し 、 プ ロ ・ ア レン ジャ ー を 目指 す 。 い ろ い ろ な タレ ン 
ト の ライ ブ 用 の 作 ・ 編 曲 を は じ め 、BGM 用 音楽 な ど に も 多 
数 の スコ ア を 書い て いる 。 現 在 は 通常 の アレ ンジ ・ ワ ー ク 以外 
に ヤマ 八 渋谷 店 その ほか で 舞曲 ・ 音 楽 理論 の 講師 を 担当 する 。 
デジ タル ・ シ ー ケ ン サ ー の 発達 に よっ て 、 ス コア を シー ケン 
ー タ の か た ち で 制作 する こと も あり 、 コ ンピュータ ・ 
ジ に 向かっ て 「 コ ンピュータ ・ プ ログ ラミ ング 音楽 」 の 
応用 に 熱意 を 燃やし て いる 。 


























し 1 」 内 に ーー 


田 演 奏 シ ステ ム に つい て  「 バ ンド くん 」 を プレ イ す る に は 、M 1D | イン ター フ 
ェ イ ス ボ ー ド と M 1D | 音源 (音源 モジ ュー ル や シン セ 
サイ ザー な ど ) が 必要 で す 。 ま た 、 ほ と ん どの 操作 は マ 
ウス で 行い ます 。 
[バン ド く ん 」 の 演奏 シス テム 


有 2 


MIDI イ ンタ ダー フェイ ヌス 
ポ ボード 


















































ーー ルン esre シ > ッ セ サイ ザー) Ps 
マウ ス 
コン ピュ ー タ 還 還 
オー ディ ゴ オ 再 生生 置 


注意 | : 3. サウ ンド モジ ュー ル MT 39、 CM-64 を 使用 する 場合 、 ポ リューム 以 
外 に バネ ル 面 の 設定 を 変え な いで くだ さい 。「 バ ンド くん の 音色 デー タ が 
変わ る お それ が あり ます 。 

b. FM- TOUWNS 版 で プレ イ す る 場合 、M 1 | イン ター フェ イス ポー 
ド の M 1D 10UT 上 端子 は 、「 1 」 を 使っ て くだ さい 。 


C. FM TODWNG 版 で 、 拡 基 ユ ニッ ト +M1 ロ 1 イン ター フェ イス FM 
5 一 401 を 使う 場合 、 内 蔵 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 は 3 番 を ON、| 、?、 
4 一 B 番 を Off に し て くだ さい 。 


圏 ディ スク 構成 パッ ケー ジ に 入っ て いる ディ スク は 、 次 の 枚 で す 。 
P ロ ー980] 版 e プロ グラ ム デ ィ ス ク 1 枚 
シナ リオ ディ スク 1 枚 
この ほか 、 起 動 時 に 、 
e MSーD リ DS の シス テム ディ スク Ver.3.10 以 降 
が 必要 で す 。 
また 、 プ レイ 内 容 や 、 演 奏し た 曲 を セー ブ (記録 ) ・ 品 
ー ド (読み 込み ) する と き に 、 
e HH ロ の 空き ディ スク 、 あ る い は MGー ロ ロフ ォ ー 
マッ ト 済 み の デ ィ ス ク 
が 必要 で す 。 ご 用 意 く だ さい 
※M ら ラー リロ G は マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 
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注意 | : 


田 デ ィ ス ク 構 成 
FM-TOWNS 版 


置 FM 一 OWNBS 版 を 
始め る 前 に 


「 バ ンド くん ] の プロ グラ ム を 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル する (B ベ ペ 
ー ジ ) 場合 、 セ ー ブ ・ ロ ー ド は ハー ド デ ィ スク で 行え る の で 、 セ ー ブ 用 の デ 
ィ ス ク は 特に 必要 あり ませ ん 。 


パッ ケー ジ に 入っ て いる ディ スク は 、 ロ ローHOM 1 枚 
で す 。 こ れ と は 別に 、 セ ー ブ 用 の 空き ディ スク を ご 用 意 
くだ さい 。 





FM-TDUWN 版 で プレ イ す る 場合 

e@ 音源 モ ジュ ー ル の 設定 (]1] ペ ー ジ ) 

eMIDU | チャンネル の 設定 (13 ペ ー ジ ) 

@ マウ ス 設定 (6 ペー ジ ) 

な ご ど を 変更 し た と き 、 そ の 設定 を 記録 する た め の デ ィ ス 
ク が 必要 で す 。 

TOwnSMENU で 初期 化し た ディ スク を 用 意 し て 、 
ゲー ム 中 は 辻 に 0 ドラ イブ に セッ ト し て お いて くだ さい 。 
この ディ スク は 、 セ ー ブ 用 ディ スク (1B ペ ー ジ ) と 共 
で きま す 。 

「 バ ンド くん 」 を 再開 する と き は 、 シ ナリ オ 選 択 の 画面 
( 9 ペー ジ ) で 、 同 じ デ ィ ス ク を 0 ドラ イブ に セッ ト し 
て くだ さい 。 前 回 の 設定 の まま で プレ イ で きま す 。 以上 
の 操作 を 行わ な いと 、 再 開 時 に ゲー ム は 初期 状態 に 戻り 、 
改め て 設定 し 直さ な けれ ば な り ま せん 。 






















































































l ー 憂 本 操作 を 覚え よう  」 














田 マ ウス に 関す る 用 語 








Bu 
可 





画 操 作 の し か た 








ここ で は マウ ス を 操作 する と き の 用 語 を 説明 し ます 。 
[カー ソル ] 
マウ ス の 動き に 連動 し て 、 画 面 上 を 動く 矢印 を 「 カ ー 
ル 」 と 言い ます 。 カ ー ソ ル の 形 に は 矢印 の ほか に も いろ 
いろ あり ます が 、 基 本 的 に は 同じ 働き を し ます 。 

カー ソル の いろ いろ 


9 ee 的 


[見 光 多 
選択 肢 な ど に カー ソル を 合わ せ て 、 マ ウス の 左 ボ タン を 
押す こと を 「 ク リッ ク 」 と 言い ます 。 項目 を 選択 する と 
き な ど に 用 いる マウ ス の 基本 操作 で す 。 
































基本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 特 別 な 操作 は 、 そ 
れ ぞ れ の 場面 で 説明 し て いき ます 

[選択 肢 の 入力 操作 ] 

選択 する 項目 の ワク の 中 や 、 項 目 名 に カー ソル を 合わ せ 
て クリ ッ ク し ます 。「 は い ・ い いえ 」 な どの 二 者 択 一 、 コ 
マン ド の 選択 な ど 、 ほ と ん どの は この や り 方 で す 。 



































[数 値 入力 の 操作 ] 

演奏 する と き の 音 量 調節 な ど で 行い ます 。 

数 値 を 入力 する と き は 、 次 の よう な バー が 表示 され ます 。 
これ は 左端 が 最小 値 、 右 端 が 最大 値 を 表し 、 白 い 目盛 り 
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Ir 電 語 信 窟 





貞和 選 記 計 尊 基 剛 





注意 


の 位置 に よっ て 数 値 が 決ま り ま す 。 


ョ G b 





音量 国 Hg 


パー 還 較 間 韻 凍 串 雇 較 | と | Leo 








この バー を 利用 し た 入力 の し か た は 3 通り あり ます 。 

. 左右 の 矢印 を クリ ッ ク す る と 、 数 値 が | ずつ 増減 し 
ます 。 ボ タン を 押し 続け る と 、 数 値 も 続い て 増減 し ます 。 
D. \ 目 盛り を クリ ッ ク す る と 、 カ ー ソ ル の 動き に 合 
わせ て 目盛 り が 動き 、 数 値 が 変化 し ます 。 ボ タン か ら 指 
を 離す と 、 数 値 が 決定 され ます 。 
C. 黒い 部 分 を クリ ッ ク す る と 、 目 盛り が その 位置 まで 
動き 、 数 値 が 一 挙 に 変化 し ます 。 

バー に よる 入力 方 式 は 、 フ ァイル 一 覧 や 人 物 の 一 覧 な ど 
で 表示 寺 囲 を 移動 させ る と き に も 使い ます 。 

[キー 入力 の 操作 プロ ロー980I 版 ] 

ユー ザー 名 や 、 セ ー ブ す る と き の フ ァイル 名 を つけ る と 
寺 は 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 を 入力 し て くだ さい 。 
文字 の 種類 は 、 半 朋 英 数 字 ・ カ ナ ・ 記 号 で す 。 フ ルキ ー 
(文字 キー) で 文字 を 入力 し 、 バ ックス ペー スキ ー( 日 ) 
や デリ ー ト キー (DEL) を 押す こと 文字 を 削除 で きま す 。 
リタ ー ン キー (回 ) を 押す と 決定 され ます 。 取 り 消す と 
き は エス ケー プ キ ー (ESO) を 押し て くだ さい 。 




























































































: 「 バ ンド くん 』 プレ イ 中 は 、 カ ナ 漢 字 変換 (F ビ ロ ) に は 絶対 に 切り 替え な 


いで くだ さい 。 


[キー 入力 の 操作 プン FMーTOWNB 版 ] 

キー ボー ド が ある 場合 は 、 ピ ロー98BOI 版 と 同じ や り 方 で 
す 。 な い 場 合 は 、 キ ー ボ ー ド の グラ フィ ッ ク が 現れ る の 
で 、 キ ー を 打つ よう に 文字 を 直接 クリ ッ ク し て くだ さい 。 











弄 ディ スク か ら 起 動 す る / 
P ロ ー8801 版 


還 M ら ーD08 を 組み 込 
ん で か ら 起 動 する 
P ロ ー980] 版 


起動 の し か た と ハー ド デ ィ スク へ の イン スト ー ル の し か 
た 、 起 動 し た あと の 操作 を 説明 し ます 。 


① コ ンピュータ の 電源 を 入れ て くだ さい 。 

@MSーD ロ DOG の シス テム を 読み 込み ます 。 

お 手持 ちの M ら ー リ ロリ の シス テム ディ スク を 第 1 ドラ 
イブ に セッ ト し て 、 リ セッ ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 
プロ ンプ ト (A>、 日 > な ど ) が 表示 され た ら 、 そ の ま 
ま MSーD ロ OS の ディ スク を 抜い て くだ さい 。 

⑧「 バ ンド くん 」 の プロ グラ ム を 読み 込み ます 。 

第 1 ドラ イブ に プロ グラ ム デ ィ ス ク 、 第 ? ドラ イブ に シ 
ナリ オデ ィ ス ク を セッ ト し て くだ さい 。 

次 に 、 キ ー ボ ー ド で プロ ンプ ト に 続け て と 「BK」 と 打っ 
て 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 ブ ログ ラム が 読み 
込ま れ 、「 バ ンド くん 』 が 起動 し ます 。 





MSーD ロ GS の SYS コ マン ド を 使っ て 、「 バ ンド くん 』」 
の ディ スク に MS ら ーD ロ DB の シス テム ファ イル を 組み 込 
み ま す 。 こ うす れ ば 「 バ ンド くん |」 は 、 デ ィ ス ク を セッ 
ト し て 、 リ セッ ト ボ タン を 押す だ け で 起動 し ます 。 

た だ し 、 使 用 する MSBーDDS の バー ジョ ン に よっ て は 
シス テム を 組み 込め な いこ と が あり ます 。 そ の と き は 、 
前 項 で 説明 し た 「 日 K」 入力 で 起動 し て こく だ さい 。 
①MSーDOS の ディ スク を 第 | ドラ イブ に セッ ト し て 
プロ ンプ ト を 表示 させ ます 。 

⑧ 「 バ ンド くん ] の プロ グラ ム デ ィ ス ク を 、 第 5 ドラ イ 
ブ に セッ ト し て くだ さい 。 
⑧③「SYB」 コマ ンド を 実行 し ます 。 

ンプ ト に 続け て 「8Y 紀 」 と 打っ て 、 半 角 ス ペー ス 
を 開け て か ら 、 第 6 ドラ イブ の ドラ イブ 名 を 入力 し 、 リ 
ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 た と えば 、 第 | ドラ イブ 
が 「Al、 第 5 ドラ イブ が 「B] の と き は 、「8Y8 日 :] 


























Wi 人 天 対 「 ハ アテ マニ] 


「 ぐ へ テ マテ 」 


り 只 登 震 本 





田 ハ ー ド ディ スク へ 
イン スト ー ル する 
P ロ ー880] 版 


画 ハ ー ド ディ スク か ら 起 
動 す る ノ 
P ロ ー980] 版 


と 打っ て くだ さい 。 MSーD ロ ロ B の シス テム ファ イル が 
「 バ ンド くん 」 の プロ グラ ム デ ィ ス ク に 転送 され ます 。 
⑨⑳「 バ ンド くん 」 を 起動 し ます 。 

第 1 ドラ イブ に ブログ ラム ディ スク を 、 第 6 ドラ イブ に 
シナ リオ ディ スク を セッ ト し て 、 リ セッ ト ボ タン を 押し 
て くだ さい 。「 バ ンド くん 」 が 始ま り ま す 。 こ れ 以 降 、 起 
動 す る と き は この や り 方 に な り ま す 。 





① ハ ー ド ディ スク を 起動 し ます 。 

コン ピュ ー タ の 電源 を 入れ 、 ハ ー ド ディ スク を 起動 し て 
プロ ンプ ト を 表示 させ て くだ さい 。 

@「 バ ンド くん 」 の ディ スク を セッ ト し ます 。 ブ ログ ラ 
ム デ ィ ス ク を 第 | ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 

③ イ ンス トー ル ・ プ ログ ラム を 起動 させ ます 。 

プロ ンプ ト に 続け て 「BK 1NST」 と 打っ て 、 リ ター 
ン キ ー を 押し て くだ さい 。 イ ンス トー ルプ ログ ラム が 起 
動 し ます 。 あ と は 画面 の 指示 に し た が っ て 、 プ ログ ラム 
ディ スク 、 シ ナリ オデ ィ ス ク を イン スト ー ル し て くだ さ 
い 。 先 に プロ グラ ム デ ィ ス ク が イン スト ー ル され て いな 
いと 、 シ ナリ オデ ィ ス ク は イン スト ー ル で きま せん 。 
イン スト ー ル が 終了 し た ら 、 デ ィ ス ク を 抜い て くだ さい 。 
イン スト ー ル し た プロ グラ ム に は 、 過 っ て 削除 し な いよ 
うに リー ド オ ン リ ー 必 性 が 設定 され て いま す 。 ブ ログ ラ 
ム を 削除 する 場合 は 、MBーD ロ OS の AT TH 1 日 コマ 
ンド で リー ド オ ン リ ー 属 性 を 解除 し た あと で 、DEL コ 
マン ド を 使用 し て くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し た 「 バ ンド くん 』 を 起 
動 す る と き は 、 プ ログ ラム ディ スク か が 必要 で す 。 

① コ ンピュータ の 電源 を 入れ 、 ハ ー ド ディ スク を 起動 で 
せ て 、 プ ロン プ ト を 表示 させ ます 。 

@ 第 1 ドラ イブ に 「 バ ンド くん | の プロ グラ ム デ ィ ス ク 
を セッ ト し て くだ さい 。 

プロ グラ ム を イン スト ー ル し て ある ディ レク トリ に 移 
動 し こ て 、 プ ロン プ ト に 続け て 「BK」 と 打っ て 、 リ ター 








還 じ リーHOM か ら 
起動 する ノ 
FM-TOWNS 版 


田 起 動 し た あと は 


ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
@② シ ナリ オ 選 択 の 画面 が 表示 され た ら 、 プ ログ ラム ディ 
スク を 抜い て くだ さい 。 


コン ピュ ー タ の 電源 を 入れ 、 ビ ローHOM ド ライ ブ に 、 
[「 バ ンド くん 」 の ローHOM を セッ ト し て 、 リ セッ ト 
ボタ ン を 押し て くだ さい 。 





最初 に タイ トル が 表示 され ます 。 し ば らく する と 次 の 画 
面 に 切り 替わり り ます が 、 マ ウス の 左右 ボタ ン を 同時 に 押 
すか 、 キ ー ボ ー ド の エス ケー プ キ ー を 押す と 、 す ぐに 次 
の 画面 に 移 れ ます 。 

[ディ スプ レイ の 選択 プ ピ ロー9801 版 の み ] 

使っ て いる ディ スプ レイ の 種類 を 選択 し て くだ さい 。 
この 設定 は その まま 記録 され 、 次 回 起動 する と きか ら こ 
の 選択 は な く な り ま す 。 

この 設定 は ゲー ム 中 に 変更 で きま す (87 ペー ジ )。 
[シナ リオ 選択 ] 

シナ リオ を 選択 し ます 。FM- 和 TOWNB 版 は 、 こ の 選 
択 か ら 始ま り ます 。 























シナ リオ 名 | 














シナ リオ 名 が 「 選 AP OITY 1991] と な っ て いた 
ら 、「 ゲ ー ム を 開始 する 」 を 選択 し て くだ さい 。 

P ロ ー980] 版 で ディ スク か ら 起 動 し た 場合 は 、 シ ナリ オ 
ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ を 指定 し ます 。 シ 
ナリ オ 名 が 表示 され た ら 「 ゲ ー ム を 開始 する 」 を 選択 し 
症 交 避 寺 00。 

[起動 時 の エラ ー に つい て ] 





りき 沖 井 「 と ヘナ テ ざ | 


り き 醤 計 「 テ ヘア マニ 





画 初 期 設定 


「 バ ンド くん 」 に 必要 な メモ リ は 640 キ ロバ イト で す 。 メ 
モリ が 足り な いと 起動 で きま せん 。 こ の 場合 は 、 日 本 語 
FEP な どの デバ イス ドラ イ バ を 外し て 、 使 用 可能 な メ 
モリ を 確保 し て くだ さい 。 

また 、P ロ ー8BO] 版 で は 、 起 動 で きた と し て も 、 ア ナ ロ 
グ デ ィ ス プレ イ を 作動 させる た め の メ モリ が 足り な いこ 
と が あり ます 。 こ の 場合 、 デ ィ ス プレ イ の 選択 で 「 ア ナ 
ログ 」 を 選択 し て も 、 強 制 的 に デジ タル ディ スプ レイ の 
仕様 で 作動 する の で 注意 し て くだ さい 。 























シナ リオ を 選択 する と 、 次 の 画面 に 切り 替わり ます 。 







新しく ゲー ム を 始め る 
中 断 し て いた ゲー ム を 再開 する ページ 
音源 モジ ュー ル を 設定 する 





15 ペ ー ジ 





ー ※ ペ ー ダ 


| 14 ペ ー ジ 





[「 ミ ュー ジ 君 ]「 ミ ュー ジ 郎 」 の シス テム を 使う 場合 ] 
サウ ンド モジ ュー ル MT 一 35、CM 一 64 (「 ミ ュー ジ 君 ] 
「 ミ ュー ジ 郎 ] 付属 の サウ ンド モジ ュー ル ) を 使用 する と 
き は 、 次 項 の 場合 を 除い て 、 音 源 設定 の 必要 は あり ませ 
ん 。「 新 し く ゲ ー ム を 始め る 」 を 選択 し て くだ さい 。 
[初期 モデ ル の MT 一 8 を 使う 場合 ] 

MT 一 32 の シリ アル ナン バー (本 体 下部 に 表示 され て い 
ます ) が ①「 ミ ュー ジ く ん 」 付属 の 場合 933599 以 前 @ 単 
体 購入 の 場合 938999 以 前 の 製品 を 使用 する 場合 は 、「 音 源 
モジ ュー ル を 設定 する 」 を 選択 し て くだ さい 。 
[MPUー98II の 設定 を 変更 し て いる 場合 ] 

M1D 1 イン ター フェ イス ボー ド MPUー8BII を 使っ て 
いて 、 設 定 を 変更 し て いる 場合 は 「 イ ンタ ー フ ェ イ ス を 
設定 する ] を 選択 し て くだ さい 。 

[上 記 以外 の シス テム を 使う 場合 ] 

「 音 源 モ ジュ ー ル を 設定 する 」 を 選択 し て くだ さい 。 









































音源 モジ ュー ル を 
設定 する 











使用 し て いる M | ロ | 音源 や M 1D | イン ター フェ ー ス 
が 、「 バ ンド くん 」 の デー タ に 合わ な い 場 合 は 、 以 下 の 設 
定 を 行っ て か ら 、 初 期 設定 に 戻っ て 「 新 し く ゲ ー ム を 始 
め る 」 を 選択 し て くだ さい 。 








次 の よう な 画面 が 表示 され ます (ピロ ー98BOI 版 )。 


* 休 胃 | 









Ir-IO iT-11G 
CEHMn TEE-T ] 
DO 


機種 の 設定 








[機種 の 選択 ] 
使用 する サウ ンド モジ ュー ル 、 あ る い は シン セ サ イ ザー 
の 機種 名 を 選択 し て くだ さい 。 最初 は MT 一 3P (CM 一 
B4 と 共通 ) 用 に 設定 され て いま す 。 
ロー10 を 使用 する 場合 、 設 定 を 変え た ず に MT 一 3 の 設定 
で ゲー ム を 始め る と 、 ロ ー10 の 音色 デー タ が 破壊 され る 
恐れ が あり ます 。 よ く 確 認 し て くだ さい 。 

ユー ザー 設定 ] 

画面 表示 以外 の 機種 を 使用 し て いる 場合 は 、「 ト ー ン パッ 
チ 設定 ] を 選択 し て 音色 デー タ の 設定 を 行い 、「 リ ズム パ 
ッ チ 設定 ] で リズ ム デ ー タ の 設定 を 行っ て くだ さい 。 以 
上 の ご どちら か の 設定 を 行う と 、 機種 設定 は 、 自動 的 に 「 ユ 
ー ザ ー 設 定 ] に な り ま す 。 
ドラ ム な どの リズ ム 音 源 を 、 リ ズム マシ ー ン な ど ご ど 別 の 音 
源 で 鳴ら す 場合 は 、「M 1 | チャ ン ネ ル 設 定 ] で M 1D 1 
チャ ン ネ ル の 変更 を 行っ て くだ さい 。 
[トー ン パ ッ チ の 設定 ] 
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の 玩 計 詳 藻 通 夫 











音色 デー タ 表 に 表示 され て いる 音色 名 を 、 使 用 する 音源 
の 同種 の 音色 名 の 番号 に 設定 し ます 。 

音色 ナン バー は 、1 一 188 ま で あり ます 。 音色 名 が 空欄 の 
個所 は 使用 し な い の で 、 設 定 する 必要 は あり ませ ん 。 
巻末 の 音色 デー タ 表 を 設定 の 参考 に し て くだ さい 。 
音量 は 、 100 に 設定 され て いま す 。 プレ イ し た と き に 、 音 
が 大 きい よう で し た ら 、 い っ た ん ゲー ム を 終了 し て この 
画面 に 戻り 、 音 量 を 低め に 設定 し て くだ さい 。 

シフ ト の 翌 で は 、 音 色 を 土 | オク ター 調整 で きま す 。 
鍵 腔 付き の M 1 | 音源 (リー10、M 1 な ど ) で は ] オ 
クタ ー プ 低く 鳴る 音色 が ある の で 、 こ の 層 を クリ ッ ク し 
て 「18] に 設定 し て くだ さい 。 














オク ター ブ の 設定 使用 する 音源 の 音色 の 番号 を 入力 する 


ら 胃 1 


























還 505 
操作 の し か た 
音色 ナン バー や 音量 の ワク 内 を クリ ッ ク す る と 、 次 の よ 
うな テン キー が 表示 され る の で 、 数 字 を 直接 クリ ッ ク し 
で くだ さ M。 
テン キー 入力 







一 数 仁 が か ひと けた ずつ 
明る 


致 合 が に な る 


将 角 が | ずつ 増え る 





数 休 が | ずつ 減る 


[リズ ム バ ッ チ の 設定 ] 
要領 は 「 ト ー ン パッ チ の 設定 ] と 同じ で す 。 そ れ ぞ れ の 
リズ ム の 音色 を 、 使 用 する 音源 の デー タ の 番号 に 合わ せ 





て くだ さい 。 

リズ ム デ ー タ は 1 一 55 ま で あり ます 。 
巻末 の リズ ム デ ー タ 表 を 設定 の 参考 に し て くだ さい 。 
[M1D | チャ ン ネ ル の 設定 ] 

「M1D | チャン ネル 設定 ] を 選択 する と 、 次 の よう な 
画面 が 表示 され ます 。 





























リズ ム は 、 ド ラム な どの リズ ム 楽 器 、 パ ー ト は それ 以外 

の 通常 の メロ ディ 楽器 の 音源 を 表し ます 。 パ ー ト の 先頭 

の チャ ン ネ ル (初期 状態 PCh) が ユー ザー の チャ ン ネ 

ル で す 。 

パー ト の チャ ン ネ ル 、 リ ズム の チャ ン ネ ル を それ ぞ れ 指 

定 し て くだ さい 。 パ ー ト と リズ ム を 同じ チャ ン ネ ル に 入 

れる こと は で きま せん 。 

MT 一 38 (ある い は CM 一 64) と リズ ム 音 源 を 併用 する 
合 は 、 機 種 名 を 「MT 一 3g] の まま に し て 、 リ ズム の 

チャ ン ネ ル を 1 、11 一 16 チ ャ ン ネ ル に 設定 し て くだ さい 。 

操作 の し か た 

それ ぞ れ の 欄 に ある 、 両 端 の -、 十 の マー ク を クリ ッ ク 

し て くだ さい 。 黒い マー ク が | チャ ン ネ ル ず づつ 移動 し ま 

す 。 パ ー ト で 使用 する チャ ン ネ ル は 、 5 チャ ン ネ ル そ ろ 

つて 移動 し ます 。 

音源 設定 の 注意 事項 ] 

次 の よう な 設定 の 変更 を 行う と 、MT 一 39! の デー タ 設 定 

が 強制 的 に 解 際 され ます 。 

@ トー ン パ ッ チ 、 リ ズム パッ チ の 設定 を 変更 する 。 

@ リズ ム の チャ ン ネ ル を ら 一 9 の 間 に 設 定 する 。 

バー ト の チャ ン ネ ル を 変更 する 。 








中 向 器 吉 器 浴 羽 洒 





OH 補 路 還 棚 藻 画 替 





人 


田 M | | データ を 
セッ ト す る 


罰 M | 一 3P シ リー ズ 
以外 の M 1 | 音源 を 
使用 する 場合 


ここ で 、M 1 D | 音源 設定 の 機種 名 を 「MT 一 3g] に 戻 
す と 、 リ ズム が 強制 的 に 10 チ ャ ン ネ ル に 設定 され ます 。 
MT 一 3g、CM 一 B4 と リズ ム 音 源 を 併用 し て いて 、 以 上 
の 状態 に な る と 、 リ ズム の 音 が 出 な く な る の で 、 リ ズム 
の チャ ン ネ ル を 設定 し 直し て くだ さい 。 














MID | イン ター フェ イス ボー ド MPUー8BII の 設定 ( 割 
り 込み レベ ル 、 | 〆 ロ アド レス ) を 変更 し て いる 場合 、 
それ に し た が っ て 画面 上 の 設定 を 変更 し て くだ さい 。 





[パン に つい て ] 

パン は MT 一 3P シ リー ズ 及 び MS 晶 一 98 に 準拠 し て いま 
す 。 そ れ 以 外 の 機種 (リー10 な ど ) で 操作 する と き は 左 
右 が 聞 に な り ま す 。 ま た 、 パ ン の コン トロ ー ル チェ ンジ 
情報 を 受け つけ な い 機 種 (M 1 な ど ) で は パン の 操作 は 
無効 に な り ま す 。 

[M 1 の 設定 ] 

M 1 を 使用 する 場合 は 、 以 下 〇 ー づ の 順序 で M 1 本 体 の 
設定 を 行っ て くだ さい 。 

① 付 属 の 専用 パッ チ フ ァイル は 工場 出荷 時 の INTE 日 - 
NAL の 音色 で 作成 され て いま す 。 | NT キー を 押し て 
くだ さい 。 
@GLOBAL MODE で 、GLDBAL CHAN- 
NEL を 1 Ch に 設定 し て くだ さい 。 

③ED IT COMB 1 MODE を 設定 し ます 。 

e ゃ CDMBINATION TYPE=MULT 1 
eMIDI CH=2P:3:4:5:6:7:B:1DO 
プロ グラ ム N0O. 10CH=109 DHUMSE TI 1 
その ほか の チャ ン ネ ル は DFF 以 外 に 設定 

eKEY WINDOW TOD ピ ビ = す べ て G 9 
eKEY WINDOW_ BOTTODM= す べ て ロー 1 
ヴェ ロ シ テ ィ 及 び ア ウト プッ トレ ベル = すべ て 最大 範囲 
⑨COMB 1 _ MODE に 入っ て くだ さい 。 
な お 、ED1T OOMB | の パラ メー タ は WH 1TE 
し て お いた ほう が 便利 で し ょ う 。 


















































【 


画 新 し く ゲ ー ム を 始め る 


| | に 


初期 設定 で 「 新 し く ゲ ー ム を 始め る 」 を 選ぶ と 、 最 初 に 





ユー ザー・ プ レイ ヤー の プロフィール を 設定 し ます 。 








設定 が 決定 さ 
れ ゲ ー ム が 始 の 守 


まる ーーー 

[プレ イヤ ー 名 の 設定 ] 

プレ イヤ ー の 名 前 を 入力 し ます 。 
「 ユ コー ザー 名 」 の 下 に ある ワク を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
次 に 、 キー ボー ド を 使っ て 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 86 
文字 まで 入力 で きま す 。 

プレ イヤ ー の 名 前 を 入力 し な いと 、「USEH PLAYEH] 
と いう 名 前 で ゲー ム を 進め ます 。 

[バン ド 名 の 設定 ] 
バン ド の 名 前 を 入力 し ます 。 

「 バ ンド 名 」 の 下 に ある ワク を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
バン ド 名 は 、 ゲ ー ム プレ イ 中 に 変更 する こと が で きま す 
(85 ペ ー ジ )。 
バン ド の 名 前 を 入力 し な いと 、「[USEH BAND」 と い 
ラバ ンド 名 で ゲー ム を 進め ます 。 
[プレ イヤ ー の 顔 の 設定 ] 

顔 グ ラフ ィ ッ ク を クリ ッ ク す る と 、 顔 の 種類 が 切り 替 わ 
り ま す 。 好 き な 顔 を 選ん で くだ さい 。 

[楽器 の 選択 ] 

楽器 の グラ フィ ッ ク を クリ ッ ク す る と 、 楽 器 の 種類 が 切 
り 替 わり ます 。 ブ レイ し た い 楽 器 を 選ん で くだ さい 。 
楽器 の 種類 は 、① デ ィ ス トー ショ ン ギ ター、 ぢ @ エ レキ ギ 
ター、③ サ ックス 、② バ イオ リン 、⑤ ト ラン ペッ ト の 5 
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種類 で す 。 初め て プレ イ す る と き は 、 サ ックス で プレ イ 
する と メン バー が まとまり や すい で し よう 。 


シナ リオ プレ イロ 





H、 高 性 能 の 楽器 に 買い 替え る こと は で 


きま す が 、 楽 器 の 種類 を 替え る こと (サッ クス を バイ オ 
リン に 替え る な ど ) は で きま せん 。 


[設定 を 終え る ] 


設定 が 終わ っ た ら 、「 終 了 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 ゲ 
ー ム が 始ま り ま す 。 

「 取 消し 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ れ ま で に 行っ た 設定 は 
無効 に な り 、 初 期 設 定 の 画面 に 戻り ます 。 














セー ロー ド を な が れず に 





田 フ ァイル 操作 画面 

















セー ブ と は 、 ゲ ー ム の 内 容 や 演奏 し た 曲 を 記録 する こと 、 
ロー ド と は 、 そ の 記録 を 読み 出す こと で す 。 




















セー ブ や ロー ド を 行う 場合 、 以 下 の 画面 が 表示 され ます 。 
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ラテ イル 前 









































① ド ライ ブ 

現在 の ドラ イブ を 表示 し て いま す 。 こ の ワク を クリ ッ ク 
する と 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ を 変更 で きま す 。 

@ デ ィ レ クト リ 

⑧ き に 表示 され て いる ディ レク トリ 名 が 表示 され ます 。 こ 
の ワク を クリ ッ ク す る と 、 ウ ィ ン ド ウ が 現れ て 、 ル ー ト 
か ら の ディ レク トリ ・ パ ス を 表示 で きま す 。 

③ フ ァイル 一 覧 

の ディ レク トリ の 中 の ファ イル が 表示 され ます 。 
ゲー ム 内 容 に 関す る 場面 で は 、 「. BKS」 と いう 拡張 子 が 
つい た ファ イル 、 曲 に 関す る 場面 で は 、「.HEO」 の つい 
た ファ イル が 表示 され ます 。 
ファ イル 数 が 多く て 表示 し きれ な いと き は 、 左 側 の バー 
の 下端 が 黒く な り ま す 。 こ の 場合 、 白 い 部 分 は その と き 
表示 され て いる 範囲 、 黒 い 部 分 は 、 表 示さ れ て いな い 範 
囲 を 表し ます 。 表示 され て いな い 部 分 が 大 きく な る と 、 
それ に し た が っ て 黒い 部 分 も 多く な り ま す 。 数 値 入力 の 
要領 (5 ペー ジ ) で 操作 する と 表示 範囲 を 移動 で きま す 。 
② フ ァイル 名 
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玉 セ ー ブ 用 ディ スク の 
作成 


画 セ ー ブ す る 場面 は p 





⑧ で 選択 し た ファ イル 名 や 、 作 成 し た ファ イル 名 が 表示 
され 、 セ ー ブ や ロー ド 、 フ ァイル の 削除 を 行い ます 。 
ファ イル 削除 

不要 な ファ イル を 削除 し ます (80 ペー ジ )。 

フォ ー マ ッ ト 

セー ブ デ ィ ス ク を 作成 し ます 。 

⑦ 実 行 

セー ブ や ロー ド 、 フ ァイル 削除 を 実行 し ます 。 

@ 取 消し 

ファ イル 操作 を 取り や め て 、 も と の 画面 に 戻り ます 。 














セー ブ を 行う 前 に 、 次 の 手順 で 空 ミ ディ スク を フォ ー マ 
ッ ト し て 、 セ ー ブ 用 ディ スク を 作成 し て くだ さい 。 

P ロ ー880I 版 の 場合 MSーDDSB の シス テム フォ ー マ 
ツ ッ ト 済み の ディ スク は 、 そ の まま セー ブ 用 の ディ スク に 
な り ま す 。 こ こ で は フォ ー マ ッ ト す る 必要 は あり ませ ん 。 
①「 フ ォ ー マ ッ ト 」 を 選択 する 

ファ イル 操作 画面 で 、「 フ ォ ー マ ッ ト 」 を クリ ッ ク し て く 
だ ざさ L)。 

ドラ イブ の 指定 

フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。 フ ロッ 
ピー ディ スク で 「 バ ンド くん 」 を 起動 し た 場合 、「A:」 が 
第 1 ドラ イブ 、「 日 :] が 第 6 ドラ イブ に な り ま す 。 
ディ スク の 差し 替え 

@ で 指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる ディ スク を 抜い て 、 
用 意 し た 空き ディ スク を セッ ト し て くだ さい 。 

⑨ フ ォ ー マ ッ ト 開 始 

「 実 行 |) を クリ ッ ク す る と 、 フ ォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す 。 
セー ブ デ ィ ス ク は 何 枚 で も 作成 で きま す 。 セ ー ブ デ ィ ス 
ク の 容量 が いっ ぱい に な っ た と き は 、 新 た に セー ブ デ ィ 
スク を 作成 し て くだ さい 。 














セー ブ を 行う 場面 は 、 次 の 3 カ所 あり ます 。 
[ゲー ム を 終了 する (P5 ペ ー ジ )] 
① 「 タ コ ダ ア バー ト 」 で 、「 こ の 街 か ら 出 る 」 を 選択 し て 


田 セ ー ブ の し か た 


くだ さい 。 

@「 セ ー ブ し ます か 」 で 「 は い ] を 選択 し て くだ さい 。 
「 い いえ 」 を 選択 する と 、⑤ へ 移り ます 。 

⑧ フ ァイル 操作 画面 が 表示 され 、 セ ー ブ を 実行 し ます 。 
⑨④「 ゲ ー ム を 終了 し ます か 」 で 「 は い ] を 選択 する と 、 
シナ リオ 選択 画面 (9 ペー ジ ) に 戻り ます 。 そこ で 「 ゲ 
ー ム を 終了 する 」 を 選ぶ と 「 バ ンド くん | の プロ グラ ム 
が 終了 し ます 。 

[ 涯 奏 曲 を 録音 する ] 

コン テス ト で の 演奏 曲 を 録音 する 場合 (65 ペ ー ジ ) は 、 
直接 ファ イル 操作 画面 が 表示 され ます 。 

コン テス ト 優 勝 後 の ゲ ー ム で 、 コ ン サ ー ト で 演奏 し た 
を 録音 する 場合 (38 ペ ー ジ ) は 、 曲 を 演奏 し た あと に 「 レ 
コー ディ ング ] を 選択 し て くだ さい 。 
[ミキ シン グ し た 曲 を 録音 する (35 ペ ー ジ )] 
ミキ シン グ し た あと に 「SAVE」 を 選択 し て こく だ さい 。 
















































































① デ ィ ス ク の 差替え 

ディ スク に セー ブ す る を 場合 は 、 第 1 、 あ る い は 第 6 ドラ 
イブ の ディ スク を セー ブ 用 ディ スク と 差し 替え て くだ さ 
い 。 画面 上 に 表示 され て いる ドラ イブ 名 と 、 セ ー ブ す る 
ドラ イブ が 違う 場合 は 、 ド ライ ブ 名 を 変更 し て くだ さい 。 
ディ レク トリ の 指定 

「 デ ィ レ クト リ 」 に 、 セ ー ブ す る ディ レク トリ が 表示 さ 
れ て いな いと き は 、 フ ァイル 一 覧 の (DIH) を クリ ッ ク 
し て セー ブ す る ディ レク トリ を 指定 し て くだ さい 。 
ファ イル 名 の 作成 

新た に セー ブ を 行う と き は 、 最 初 に セー ブ す る ファ イル 
を 作成 し ます 。「 フ ァイル 名 ] を クリ ッ ク し て 、 フ ァイル 
名 (B 文字 まで ) を 入力 し て くだ さい 。 こ の と き 、 フ ァ 
イル の 種類 を 表す 拡張 子 (ゲー ム 内 容 を セー ブ す る と き 
は .BK、 曲 は . HEC) が 自動 的 に 追加 され ます 。 
' フ ァイル に 上 書き する 

すでに セー ブ し て ある ファ イル に セー ブ し 直す こと も で 
きま す 。 こ の 場合 その ファ イル の も と の 内 容 は 消え て 





五 引 さき 釧 語 テー ロー は 
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田 ロ ー ド する 場面 は で 


還 ロ ー ド する 


弄 フ ァイル を 削除 する 


し まう の で 注意 し て くだ さい 。 

ファ イル に 上 書き する と き は 、 フ ァイル 一 覧 で セー ブ し 
た い フ ァイル を クリ ッ ク し て くだ さい 。「 フ ァイル 名 」 に 
選択 し た ファ イル 名 が 表示 され ます 。 

⑨⑳ セ ー ブ す る 

「 フ ァイル 名 ]」 に ファ イル が 表示 され て いる と き 、「 実 行 」 
を クリ ッ ク す る と セー ブ が 実行 され ます 。 


[ゲー ム を 再開 する (0 ページ )] 

初期 設定 画面 で 「 中 断 し て いた ゲー ム を 再開 する 」 を 選 
択 し こく だ さい 。 フ ァイル 操作 画面 が 表示 され ます 。 
[ミキ シン グ す る た め の 曲 を 読み 込む (35 ペ ー ジ )] 
最初 に ミキ シン グル ー ム に 入っ た と き は 、 す ぐに ファ イ 
ル 操 作画 面 が 表示 され ます 。 曲目 を 途中 で 替え た いと き 
は 、「L OAD] を 選択 する と 、 フ ァイル 操作 画面 が 表示 
され 、 ミ キシ ング する 曲 を 選び 直せ ます 。 
































① デ ィ ス ク の 差し 替え と ディ レク トリ の 指定 

セー ブ す る と き と 同 じ で す 。 

@ フ ァイル を 読み 込む 

ファ イル 一 覧 か ら ロ ー ド する ファ イル を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。「 フ ァイル 名 ] に その ファ イル が 表示 され ます 。 
ロー ド を 実行 する 

「 実 行 ] を クリ ッ ク す る と 、 ロ ー ド が 実行 され ます 。 


セー ブ デ ー タ 以外 の ファ イル も 削除 で きる の で 、 ほ か の 
ファ イル を 消さ な いよ うに よく 確認 し て くだ さい 。 

① フ ァイル 操作 画面 で 、「 フ ァイル 削除 ] を クリ ッ ク し て 
くだ さい 。 フ ァイル 一 覧 に 、 指 定 し た ディ レク トリ に 存 
在 する すべ て の ファ イル が 表示 され ます 。 

@ 削 除 す る ファ イル を クリ ッ ク し て くだ さい 。「 フ ァイル 
名 」 に その ファ イル が 表示 され ます 。 

⑧「 実 行 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 





が !APCFY』 だ -」 


「ZAP OITY 1991] は 、「 バ ンド くん 」 付属 の オリ 
ジ ナ ル ・ シ ナリ オ で す 。 


一 ハロ ITY 全 暴 これ が 「ZAP OITY」 で す 。 カー ソル を 動か し 、 い 
ろ い ろ な 場所 に 入っ て 「 ス カウ ト す る 」 や 「 練 習 す る ]」 
な ど 、 さ ま ざ ま な コマ ンド (命令 ) を 実行 し ます 。 





と き は ここ へ る 
男 コ マン ド 実 行 で きる コマ ンド 実行 で きる 場所 に カー ソル を 動か す と 、 カ ー ソ 
場所 は "p ル の 形 が 変わ り ま す 。 そ の と き ク リッ ク す る と 、 ウ ィ ン 
ドウ が 開い て コマ ンド を 実行 で きま す 。 
カー ソル の 形 
… 何 も で きま せん 。 





… ク リッ ク す る と ウィ ンド ウ が 開き 、 コ マン ド 実 
行 で きま す 。 


コ マン ド の 操作 法 [場所 の ウィ ンド ウ ] 


>N」 は きき 


府 「 ベ コー ロ Th 





ゅ 7 


pj 注 さ 「! 


な < ゴー ロ 





還 シナ リオ の 進め 方 





場所 の 名 前 - 


複数 の コマ ンド を 実行 で きる 場所 で は 、 コ マン ド 名 の 左 
に ある + を クリ ッ ク す る と 、 コ マン ド 名 が 変わ り ま す 。 
実行 する コマ ンド を 選択 し た ら 、「 実 行 ] を クリ ッ ク し て 
くだ さい 。 

コマ ンド 実行 を 終了 し て その 場所 か ら 出る と き は 「 取 消 
し 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

[人 物 を 選択 する ] 

「 ス カウ ト す る 」] や 「 人 の 話 を 聞く 」 で 、 人 物 を 選択 す 
る と き は 、 そ の 人 物 名 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

人 物 の 一 覧 に 人 名 が 入り きら な い 場 合 は 、 左 の バー の 下 
部 が 黒く な り ま す 。 こ の と き 、 数 値 入力 (5 ペー ジ ) と 
同じ や り 方 で 表示 範囲 を 移動 で きま す 。 








[「ZAP CITY」 と は ] 

音楽 を 愛す る 人 々 が 集まっ て で きた 街 、 そ れ が あな た の 
住む 「 有 AP CITY」 で す 。 街中 に は 明日 の プロ を 
指す ミュ ー ジ シャ ン た ち が ひ し めい ます 。 

[メン バー を 集め て 練習 を 始め よう ] 

あな た が 最初 に する こと は 、 バ ンド メン バー を 集め る こ 
と で す 。 公園 、 レ コー ド 店 な ど 、 い ろ い ろ な 場所 へ 出向 
いて メン バー を スカ ウト し まし ょ う 。 

あな た も 含め て メン バー が 3 人 に な っ た ら 、 ス タ ジ オ に 
入っ て バン ド 練 習 の 開始 で す 。 街 の 西 に ある 「 ナ イト メ 
ア 」 スタ ジオ が 安く て お 勧め で す 。 

スタ ジオ 代 が な く な っ た ら 、 ア ル バ イ ト を し て 人 金 を 稼ぎ 
まし ょ う 。 た だ 、 練 習 そ っ ちの け で アル バイ ト ば か り し 
て いる と 、 腕 が な まり 、 レ ベル が 下がっ て し まい ます 。 



































弄 コ マン ド の 種類 


アル バイ ト は 、 な る べく バン ド 練 習 と 交互 に 行っ て くだ 
さい 。 最初 に アル バイ ト で きる 店 は 、 街 の 中 央 の 通り 沿 
い に あ る 串 店 「 ボ ブ の 店 ]」 で す 。 

[ 涙 奏 レベ ル を 上 げ て 楽器 を 買い 替え よう ] 
最初 の うち は 、 ヘ へ ヘタ な メン バー し か 集まり ませ ん が 、 と 
に か く 練 習 を 積む こと で す 。 演奏 レベ ル が 上 が れ ば 、 メ 
ン バ ー も うま く な っ て いく し 、 街 の 人 々 も 増え 、 新 た に 
メン バー を 加入 させ る こと も で きま す 。 

あな た の レベ ル が 上 が り 、 金 が ある 程度 た まっ た ら 、 性 
能 の いい 楽器 に 買い 替え まし ょ う 。 

あな た の 腕 が 上 が っ て くれ ば 、 逆 に あな た が スカ ウト さ 
れ た り 、 ほ か の バン ド か ら セ ッ シ ョ ン の 誘い を 受け た り 
し ます 。 よ その バン ド に 移る と 、 あ な た が 今 まで 育て て 








きた バン ド は 、 解 散 し て し まい ます 。 誘わ れ た バン ド と 、 


自分 の バン ド の どちら が いい か 、 よ く 考 えて くだ さい 。 
[コン テス ト 優 勝 を 目指 せ | ] 

バン ド の 目標 は 、 コ ン サ ー ト ホー ル で 開か れ て いる コン 
テス ト に 優勝 する こと で す 。 バ ンド 全体 の レベ ル が 上 が 
っ た ら 、 コ ン テ ス ト に 参加 し まし ょ う 。 

コン テス ト に 参加 し た バン ド は 、 た と え 優 勝 で き な く て 
も 、 演 奏 曲 を 録音 で きま す 。 録音 し た 曲 は 、 ミ キシ ング 
ルー ム に 持ち 込ん で 、 演 奏 の 反省 を し な が ら リ ミッ クス 
を 楽し み ま し よう 。 

[プロ の ミュ ー ジ シャ ン に ] - 
コン テス ト に 優勝 すれ ば 、 そ れ 以 降 は 、 プ ロ の ミュ ー ジ 
シャ ン と し て 扱わ れ 、 何 を する に も 金 が か か ら ず 、 自 由 
に メン バー を 入れ 替え て 演奏 で きる よう に な り ま す 。 
曲 に 合っ た メン バー を 集め て 、 コ ン サ ー ト を 開い て ライ 
プ 録 音 、 そ の 曲 を ミキ シン グル ー ム で リミックス 、 と い 
う プ ロミ ュー ジ シ ャ ン 生 活 が あな た を 待っ て いま す 。 























どの 場所 で 、 ど うい う コ マン ド が 実行 で きる か は 、 あ な 
た が 探し て みて くだ さい 。 複 数 の コマ ンド が 実行 で きる 
場所 も ある の で 、 コ マン ド 名 の 左 に ある + を クリ ッ ク し 
て チェ ッ ク し まし ょ う 。 
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スカ ウト する ] 

その 場所 に いる 人 物 を バン ド に 誘い ます 。 

け の レベ ル が 相手 より 低かっ た り 、 相 手 と の 相性 が 悪 
か っ た りす る と 、 断 られ る こと が あり ます 。 

最初 、 仲 間 に で きる メン バー は 人 まで で す が 、 レ ベル 
が 高く な る と 、 メ ン バ ー に で きる 人 数 が 増え 、 自 分 も 含 
め て 最大 5 人 の バン ド を 組め ます 。 
[人 の 話 を 聞く ] 

人 々 か らい ろ い ろ な 情報 を 収集 し ます 。 ス カウ ト で きる 
場所 で は 、 た いて いこ の コマ ンド を 実行 で きま す 。 
[アル バイ ト を する ] 

働い て 金 を 稼ぎ ざま す 。 

アル バイ ト で きる 場所 は 数 カ所 あり 、 レ ベル が 高く な る 
に つれ て 高給 の バイ ト が で きる よう に な り ま す 。 

アル バイ ト ば か り し て いる と 、 レ ベル が 下がり 、 メ ン バ 
ー が 脱 授 する こと が あり ます 。 

[練習 する ] 

スタ ジオ で バン ド の 練習 を し ます 。 

練習 量 に 応じ て レベ ル が 上 が っ て いき ます 。 

スタ ジオ は 時 間 予 約 制 で 、 時 間 が 終わ る と 、 曲 の 途中 で 
も 終了 させ られ ます 。 

時 間 に よ っ て コー ス が 以下 の 3 種類 あり ます 。 

ショ ー ト : 短い 曲 以外 は 完 奏で きま せん 。 メ ン バ ー の 相 
性 を みた り 、 新 曲 の さわ り だ け 試 し て みる に は 最適 で す 。 
レギ ュ ラ ー : どん な 曲 で も | 回 は 完 奏で きま す 。 

オー ルナ イト : メン バー が あら か た 決ま り 、 コ ン テ ス ト 
を 目指 し て 集中 的 に 練習 する の に よい で し ょ う 。 

スタ ジオ は カ所 あり ます が 、 一 方 は 料金 が 安い 代わ り 
に 場所 が 狭く 、 5 人 以上 の バン ド で は 利用 で きま せん 。 
演奏 の し か た は 、5B ペ ー ジ 以降 を 読ん で くだ さい 。 
[飛び 入り 演奏 を する ] 

ライ ブ ハ ウ ス で 演奏 し て いる バン ド に 、 プ レイ ヤー が 加 
わっ て セッ ショ ン し ます 。 飛び入り 演奏 を する と 、 出 洒 
料 を も ら え ます 。 

プレ イヤ ー の レベ ル が 低い と 参加 で きま せん 。 



















































































































































































バン ド 練 習 を 二の次 に し て 飛び 入り を 続け る と 、 バ ンド 
の メン バー が や る 気 を な くし 、 脱 退 す る こと が あり ます 。 
[楽器 を 買い 替え る ] 

より 高価 な 楽器 に 買い 替え ます 。 

金 が あっ て も 自分 の レベ ル に 応じ た 楽器 し か 売っ て も ら 
えま せん 。 ま た 、 ギ ター 奏者 が バイ オリ ン を 買う な ど 、 
楽器 の 種類 を 変更 する こと は で きま せん 。 

高級 な 楽器 ほど 、 複 雑 な 音 づ か い が 可 能 に な り 、 高 度 な 
プ ブレイ が で きま す 。 た だ し 、 曲 や メン バー の 組み 合わ せ 
に よっ て は 、 高 価 な 楽器 より 単純 な 楽器 の ほう が 、 効 果 
的 な 場合 も あり ます 。 

[メン バー を クビ に する ] 

音楽 性 が 合わ な か っ た り 、 レ ベル の 低い バン ド メ ン バー 
を 首切り し ます 。 

[バー・ デ ュー ク 」 で 実行 で きま す 。 

一 度 に 多く の メン バー を 辞め させ て し まう と 、 ほ か の メ 
ン バ ー か ら の 信頼 を 失い ます 。 

解雇 され た メン バー と は 、 ど こ か で 再会 で きる で し ょ う 。 
[この 街 を 出る ] 

ゲー ム を 終了 し ます 。 

あな た の 住居 で ある 「 タ コ ダ ア パー ト 」 で 実行 で きま す 。 
終了 する と き の 状態 を 記録 し 、 の ち に 再開 し た い 場 合 は 
セー ブ を 実行 し て くだ さい 。 セー ブ の や り 方 は 19 ペ ー ジ 
を 見 て くだ さい 。 _- 

[ユー ザー の 情報 を 見 る ] 

プレ イヤ ーー 自身 の 所 持 金 、 レ ベル な どの 情報 を 見 ます 。 
「 タ コ ダ ア パー ト 」 で 実行 で きま す 。 

[メン バー の 情報 を 見 る ] 

バン ド メ ン バー の 担当 楽器 、 レ ベル な どの 情報 を 見 ます 。 
また 、「 バ ンド 名 」 を クリ ッ ク す る と 、 バ ンド 名 を 変更 で 
きま す 。 

「 タ コ ダ ア パー ト 」 で 実行 で きま す 。 
[コン テス ト に 出場 する ] 

コン テス ト は 街 の 北 に ある コン サー ト ホ ー ル で 開催 され 
て いま す 。 
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田 コ ン フ ィ グ レー ショ ン 


コン テス ト に 優勝 する と 、 ゲ ー ム 上 の 制約 は な く な り 、 
自由 に セッ ショ ン で きる よう に な り ま す (38 ペ ー ジ )。 

コン テス ト に 参加 する に は 参加 費 が 必要 で す 。 

初め に 演奏 曲 を 選択 し 、 曲 の テン ポ を 決め ます 。 次 に ほ 
か の バン ド の 演奏 を 聴き ます 。 こ れ を 中 断 す る と き は エ 
スケ ー ブ プ キ ー を 押す か 、 マ ウス の 左右 ボタ ン を 同時 に 押 
し て くだ さい 。FM-TDWNB 版 で は 、 マ ウス の 左右 
ボタ ン か 、 ジ ョ イ バ パッ ド の AB ボタ ン を 同時 に 押し て く 
だ さい 。 

コン テス ト に 参加 する と 、 演 奏し た 曲 を 録音 で きま す 。 
録音 の し か た は 、1B ペ ー ジ を 見 て くだ さい 。 

[ミキ シン グル ー ム に 入る ] 

コン テス ト で 曲 を 録音 し た ら 、 こ こ で 曲 の ミキ シン グ を 
行え ます 。 

練習 スタ ジオ と 同じ く 料 金 制 で 、 時 間 に な る と 、 ミ キシ 
ング 途中 で も 終了 に な り ま す 。 

ミキ シン グ の や り 方 は 、35 ペ ー ジ を 見 て くだ さい 。 


















































マウ ス 操 作 や 、 画 面 表示 な ど に 関す る 機能 を 調整 し ます 。 
「 タ コ ダ ア バー ト 」 で 実行 で きる コマ ンド で す 。 
[マウ ス 設 定 ] 

@ マウ ス の 左右 ボタ ン 交 換 

ボタ ン 操 作 に よっ て カウ ント 数 を 変更 で きる マウ ス を 使 
っ て いる 場合 、 洒 奏 時 の 操作 で カウ ント 数 が 変化 する こ 
と が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 マ ウス の 左右 ボタ ン の 
機能 を 入れ 替え て くだ さい 。 

分解能 

演奏 時 に 操作 し や すい よう に 、 マ ウス の カウ ント 数 を 補 
正 し ま す 。 使っ て いる マウ ス の カウ ント 数 を 選択 し て く 
だ さい 。 

@ マウ ス の 移動 速度 

マウ ス を 動か し た と き の カ ー ソ ル の 移動 する 速度 を 調整 
し ます 。 自分 の 好み の 速度 に 設定 し て くだ さい 。 

ゅ マウ スポ イン タタ の 表示 色 

カー ソル の 色 を 変更 し ます 。 全 部 で 7 色 で す 。 





[ディ スプ レイ 設定 
@ ディ スプ レイ 選択 





ロロ ー9801 版 の み )] 


ディ スプ レイ の 種類 を 切り 替え ます 。 
この 設定 は 、 一 度 ゲ ー ム を 終了 し て 、 再 ひび 起動 し た と き 


に 実行 され ます 。 





ベク リー シ ジ ・ が レッ トド 
アナ ログ ・ デ ィ ス プレ イ を 使用 し て いる 場合 は 、 画 面 の 


色 を 変更 で きま す 。 
画面 の 色 は 日 ( 青 )、 





日 ( 赤 )、 は ( 緑 ) の 組み 合せ に よ 


っ て 、 自 由 に 変え られ ます 。 そ れ ぞ れ 3 色 の レベ ル を 設 


定 し て くだ さい 。 
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画 練 習 の 進め 方 


スタ ジオ で バン ド 練 習 を する と き に は 、 
に 切り 替わり 、 バ ンド メン バー と と も に 昌 





























演奏 中 に 表示 され る カー ソル の 色 は 、 プ レイ ヤー が 音 を 
出し て いな いと き は 赤 、 音 を 出し て いる と き は 緑 や 黄色 
で 表示 され ます 。 








① 演 奏する 曲 を 選択 し こく だ さい 。 

⑤「 メ ン バ ー 設 定 ] で 各 メ ン バ ー の 音量 や 、 パ ン を 調整 
し で ぞ ぐ 商 Ks 

き ③「 プ レイ ! 」 で 演奏 開始 で す 。 

② 曲 が 終了 し た ら 、「 プ レイ バッ ク 」 で 演奏 を 聞き 返し た 
り 、 選び 直し た り 、「 メ ン バ ー に 喝 | 」 を 実行 し た り 
し て か ら 演 奏 を 再開 し て くだ さい 。 
[演奏 を 中 断 す る と き ] 

演奏 を 途中 で 止め る と き は 、 エ スケ ー プ キー (ESO) を 
押し て くだ さい 。FM- TUWNB 版 で キー ボー ド が な 
いと き は 、 ジ ョ イ パ ッ ド の A 日 ボタ ン を 同時 に 押す と 中 
断 さ れ ま す 。「 ブ プレ イ バ ッ ク 」 な ど 、 自 分 で 演奏 し て いな 
いと き は 、P ロ ー980I 版 、FM-TOWN 版 と も に マ 
ウス の 左右 ボタ ン を 同時 に 押し て も 中 断 で きま す 。 

た だ し 、 ラ イブ ハウ ス の 飛び 入り 崇 奏 、 コ ン テ ス ト で の 
演奏 、 及 び ほ か の バン ド に 誘わ れ た と き の 演 奏 を 中 断 す 
る こと は で きま せん 。 






























































還 コ マン ド 解 説 


[プレ イ ! ] 
演奏 を 行い ます 。 演奏 時 に よっ て 、 あ な た や メン バー の 
レベ ル が 上 が っ て いき ます 。 
演奏 の や り 方 は 、 31 ペ ー ジ を 読ん で くだ さい 。 

[メン バー に 喝 ! ] 
メン バー を 一 喝 し て 、 演 奏 パ ター ン を 変え させ ます 。 
頑固 な メン バー は 、「 喝 | 」 こ や っ て も な か な か パタ ー ン 
を 変え ませ ん 。 

[プレ イ バ ッ ク ] 
演奏 し た ば か り の 曲 を 聴き 返し ます 。 

「 プ レイ ! 」 し た 直後 で な いと 実行 で きま せん 。 演奏 を 
中 断 し た と き に 「 プ レイ バッ ク 」 する と 、 そ の 止め た 個 
所 まで 曲 が 流れ ます 。 
ソン グ 選 択 ] 
曲目 を 変更 し ます 。 
レベ ル が 上 が る に つれ て 曲目 が 増え 、 演 奏 も 難し く な り 
ます 。 メ ン バ ー に よっ て は 苦手 な 曲 も あり ます 。 
テン ポ 設 定 ] 

曲 の テン ポ を 変更 し ます 。 

テン ポ を 変更 で きる 範 団 は 、 も と の テン ポ の 土 0 叶 程度 
で す 。 数 値 入力 (5 ページ) の 要領 で 設定 し て くだ さい 。 
[メン バー 設定 ] 

各 メ ン バ ー の 音量 、 パ ン (左右 の 音量 バラ ンス ) を 設定 

し ます 。 
この コマ ンド を 実行 する と 、 メ ン バ ー の 一 覧 表 が 表示 さ 
れ ま す 。 設定 を 変更 する メン バー 名 を クリ ッ ク す る と 、 
数 舎 入力 の バー が 表示 され る の で 、 設 定 を 変更 し て くだ 
さい 。「 参 加 ] を クリ ッ ク す る と 、 そ の メン バー を 演奏 か 
ら 外 すこ と が で きま す 。 

MT 一 38 シ リー ズ 、M8 日 一 98 以 外 の 音源 を 使う 場合 、 
パン の 左右 は 逆 に な り ま す 。 

[チャ ン ネ ル 設 定 ] 

各 メ ン バ ー の M | D | チャ ン ネ ル の 割り 当て を 変更 し ま 
す 。 複数 の M | ロ | 音源 を 使用 し て いて 、 各 メン バー の 
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還 ラ イブ ハウ ス な ど ご で の 
セッ ショ ン 


メ ン バ ー の 音 が 出 な い 
場合 


還 リ ズム が も た つく 場合 




















を どちら の 音源 か ら 鳴 ら す か 設定 する と き な ど に 実行 
し て くだ さい 。 
変更 し た い メ ン バ ー を クリ ッ ク し て 、 変 更 先 の チャ ン ネ 
ル の メン バー 名 の 欄 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

ドラ ム な ど リ ズム パー ト の チャ ン ネ ル は 固定 され て いて 、 
リズ ム の メン バー を 移動 させ る と 、 チ ャ ン ネ ル も 同時 に 
移動 し ます 。 

[この 場所 を 出る ] 

スタ ジオ か ら 出 ます 。 














ライ ブ ハ ウ ス の 飛び 入り 演奏 、 ほ か の バン ド に 誘わ れ て 
セッ ショ ン す る と き は 、 曲 の テン ポ や 音量 、 パ ン の 設定 
は で きま せん 。 こ の 場合 の 音量 、 パ ン は 最後 に 練習 し た 
と き の 設 定 に な り ま す 。 


「 バ ンド くん 』 は 1B 音 ポリ フォ ニッ ク の 音源 を 想定 し て 
プロ グラ ム さ れ て いま す 。 特 殊 な メン バー の 組み 合わ せ 
で 演奏 し た と き は 、 こ の 範囲 を 超え て し まい 、 一 部 の メ 
ン バ ー の 音 が 出 な く な る 場合 が あり ます 。 

また 、MT 一 38g、CM 一 54 で は 、 注 奏 中 に 最大 パー シャ 
ル 数 を 超え て し まう 場合 が あり ます 。 

この よう な 場合 は コマ ンド の 「 チ ャ ン ネ ル 設 定 」 を 選択 
し て 、M 1 D | 音源 が 後 意 優先 (MT 一 39、CM 一 64 な 
ど ) の 場合 は 、 重 要 な バー ト (ドラ ム や ベー ス な ど ) の 
メン バー を 後ろ の チャ ン ネ ル に 、 先 着 優先 の 場合 は 、 前 
の チャ ン ネ ル に 移動 させ て 、 音 が 出 な く な る の を 目立た 
な くさ せ て くだ さい 。 
複数 の 音源 を 活用 し た り 、 リ ズム を 音源 設定 で 11CH 以 降 
に 設定 し 、 ほ か の リズ ム 音 源 で 鳴ら せ ば 、 上 記 の 状況 で 
も 完全 に 鳴ら すこ と が で きま す 。 

コン ピュ ー タ の 処理 速度 が 遅い と 、 リ ズム パー ト が も た 
つい て 聴こえ る こと が あり ます 。 この よう な 場合 は 、 「 チ 
ヤン ネル 設定 ] で 、 リ ズム パー ト の チャ ン ネ ル を 先頭 に 
割り 込ま せ て くだ さい 。 
































田 演 奏 の し くみ 


玉音 程 に つい て 


注意 ! 


: 演奏 時 の マウ ス 











ここ で は 演奏 の し くみ や 、 演 奏 の 方 法 を 説明 し ます 。 







タン を 押す | な ど 直 

















演奏 中 に 出る 音 は 、 曲 の 和 声 進行 に し た が っ て 変化 し て 
いま す 。 

演奏 が 始ま っ て マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 そ の と き の 
和 声 に 適し た 音 が 出 ま す 。 た と えば 和 声 の 時 準 音 が D( ド ) 
だ っ た ら 、 ド ・ ミ ・ ソ な どの 音 が 出 ます 。 
基準 音 と マウ ス 操 作 で 出る 音 の 関係 は 一 定 に 保 た れ て い 
ます 。 こ の た め 、 音 を 外す こと な く 、 曲 の 流れ に そっ た 
演奏 が で きま す 。 た と えば 、 基 準 音 が ( ド ) か ら G( ソ ) 
に 5 度 上 が っ た と き 、 マ ウス を 動か さ な け れ ば その 位置 
で 出る 音 も 5 度 上 が り ま す 。 





















































[ 例 ] の 流れ 一 











和 声 


ご こ ロ 0 還 
者 巡 で 記 





実際 に 出る 楽器 の レベ ル が 上 が る に つれ て . 基準 
音 か ら か け 踊 れ た 音 も 出せ る よう に な っ て いき ます 。 





マウ ス の を ボタ ン を 押し た まま 、 カ ー ソ ル を 移動 させ る 
と 、 音 が 変化 し ます 。 こ の 場合 、 音 程 の 高低 は 、 移 動 方 
向 の 上 下 で 決ま り ま す 。 そ し て 、 音 程 の 変化 の 度合 は 、 
カー ソル が 移動 し た 距離 の 長 さ で 決ま り ま す 。 長 さ が 同 
じ な ら 、 真 上 に 移動 させ て も 、 斜 め 上 に 移動 させ て も 音 
の 変化 は 同じ で す 。 

















りみ で n さ 中 本 繝 次 
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五 さ 中 人生 交 選 


urc 





画 演奏 の し か た 


[その 1 ・ ま ず 音 を 出す ] 
マウ ス の 左 ボ タン を 押し な が ら 、 カ ー ソ ル を 動か し て く 
だ さい 。 あ な た の パー ト の 音色 が 流れ ます 。 ボ タン を 離 





す と 音 は 出 な く な り ま す 。 

[その ・ 音 に 高低 を つけ る ] 
カー ソル を 上 方 向 に 動か す と 音 が 高く な り 、 下 方 向 に 動 
か すこ と 音 が 低く な り ま す 。 た と えば カー ソル を グル グル 

















回 す と 、 上 下 に 変化 する 音 が 作れ ます 。 








た だ し 、 和 声 の 変わ り 目 な ど で は 、 下 に 動か し て も 音 が 














(その ) 


上 寺 委 化す る フレ ー ズ 


0 








高く な る こと も あり ます 。 


その 3 ・ 広 い 音域 を 表現 する ] 


左 ボ タン を 押し な が ら カ ー ソ ル を な だ ら か に 上 げ 下 げす 
る こと で 、 よ り 広 い 音 域 で 洒 奏 表現 で きま す 。 


(その 3 ) 


こち ら の ほう が 音域 が 高い 。| 


[その 4 ・ 音 を 持続 させ 
左 ボ タン を 押し て 音 を H 





せ て 右 ボ タン を 離す と 、 





る ] 

HH し な が ら 、 右 ボタ ン を 押す と 、 
音程 が 持続 し ます 。 そ の 状態 で カー ソル を 動か し て も 音 
程 は 変化 し ませ ん 。 
た と えば 、 そ の まま の 状態 で カー ソル を 上 方 向 へ 移動 さ 


あい だ の 音 を 飛ば し て いき な り 


(その 4 ) 


(その 5 ) 


高い 音 を 出す こと が で きま す 。 


紀 石 ポタ ン を 難 す と 久 に 音程 が 含 く な る 


宇 革 か し て も 吾 帯 は その まま 





[その 5 ・ 画 面 上 の 音域 を 上 下す る ] 

「 そ の 3 」 の 応用 で す 。 演 奏し て いる 音域 を も う 少し 上 
げた いと いう と き は 、 上 方 向 の 動き を 多く と り ま す 。 た 
と えば 左 ボ タン を 押し な が ら 上 ヘ へ ジグザグ に 動か し 、 一 
直線 に 下 に 降ろ せ ば 、 上 方 向 の 移動 の 幅 が 大 きく な る の 
で 、 画 面 全体 の 音域 は 高く な り ま す 。 

た だ し 、 両 ボタ ン と も 押さ ず に カー ソル を 移動 させ た 場 
合 は 、 音 を 出し た 地点 まで の 直線 距離 を カー ソル の 移動 
量 と 見 な す た め 、 音 程 は さほど 変化 し ませ ん 。 














ロ 





画 本 全体 の 音域 が 上がる : 

その 6 ・ 右 ボタ ン の テク ニッ ク ] 

左 ボ タン を 押さ ず に 右 ボ タン を 押し た 状態 で ( 音 は 出 て 
\ ま せん ) カー ソル 位置 を 移動 させ た と き は 、 音 程 が 変 
化し ませ ん 。 移 動 前 と 移動 後 で 音 を 出し た と き 、 基 準 音 
が 変わ っ て いな けれ ば 同じ 音 が 出 ます 。 

た と えば 、 も っ こと 音程 を 上 げた い の に 、 カ ー ソ ル が 画面 
の いち ば ん 上 に 来 て いる 場合 は 、 こ の や り 方 で カー ソル 
を 下げ て か ら 音 を 出せ ば 、 も っ と 高い 音 が で る よう に な 
り ま す 。 


























で さ 中 本 清 光 
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(その 5) 


由 ね ポタ ン の み 押 まず 


MC さ 中 本 弟 遂 


5 音 を 出し て も 但 用 倒 化 な し 。 
器 還 公 体 の 音域 が 上 が る 





[操作 の まとめ ] 





音 が 出る 。 そ の まま 移動 させ る と 移動 の 幅 
に より 音 が 変化 する 。 

音 が 持続 する 。 移 動 さ せ て 右 を 離す と 、 そ 
の 間 の 音 を と び 越 し て 音 が 出る 。 


OFF |N | 埋 は 出 な い 。 カ ー ソ ル を 動か し て か ら 音 を 
出し て も 音程 は 変化 し な い 。 
































| OFF | OFF | 音 は 出 な い 。 














田 演 奏上 達 の ヒン ト 以上 の よう な テク ニッ ク を 使い こなす に は 、 と に か く 演 
奏 を 積み 重ね る こと が 重要 で す 。 
また 、 曲 を ひん ぱん に 替え た り せ ず 、 を 集中 し て 涙 


























奏し まし ょ う 。 特 に 、 難 し い 曲 で は 、 繰 り 返 し 演奏 し て 
曲 の 流れ を つか み 、 ど こ で 盛り 上 げ る か な ど 把 握 す る こ 
と が 、 思 い 通り の 演奏 を する の に 必要 で す 。 
多少 うま く な っ て きた ら 、 バ ッ ク 演 奏 と の 調和 も 考え て 
くだ さい 。 最初 か ら 最後 まで アド リブ を や りっぱ な し と 
いう の で は な く 、 こ こ ぞ と いう と き に ソロ を キメ る と い 
う の が 名 演奏 の 秘訣 で す 。 
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コン テス ト に 落選 し て も 、 そ の 演奏 曲 を 録音 する こと が 
を ミ グ ・ ス タ ジ オ に 持ち 込ん で 、 好 




















2 
き な よ うに ミキ シン グレ し 


ヾ HrpekMix.w- ご 
























左側 の 区 切ら れ た 部 分 を トラ ッ ク と 言い ます 。 メ ン バ ー 
1 人 に 対し 、 | トラ ッ ク が 副 り 当て られ て いま す 。 

あな た の パー ト は 、 い ちば ん 左 の トラ ッ ク に 宮 り 当て ら 
れ 、 ほ か の メン バー の パー ト は 、 メ ン バ ー の 一 覧 (69 ペ 
ー ジ ) に 表示 され る 順番 で 、 左 か ら 順 に 並ん で いま す 。 



































① マ スタ ー ボ リュ ー ム (MT 一 35、CM 一 54 の み 使 用 可 ) 
全体 の 音量 を 調整 し ます 。 

フェー ダー 

各 ト ラッ ク (メン バー) の 音量 を 調整 し ます 。 

③ パ ン 

左右 の バラ ンス を 調整 し ます 。 

MT 一 32 シ リー ズ 、MB 日 一 98 以 外 の 音源 を 使う 場合 、 
パン の 左右 は 逆 に な り ま す 。 

②⑦② リ バー ブス イッ チ (MT 一 32、CM 一 4 のみ 使 用 可 ) 
リバ ー ブ (残響 音 ) を 入れ る スイ ッ チ で す 。 最初 は DN の 
状態 で す 。 

ミュ ー ト スイ ッ チ 

その トラ ッ ク の 音 を 一 時 消す スイ ッ チ で す 。 最 初 は リ ビ F 
の 状態 で す 。 

イン ジ ケ ー タ ー 















































まで 結い 
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まで 沙 き 購 き で の に 
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その トラ ッ ク の 音 の レベ ル を 表示 し ます 。 

⑦ メ ジャ ー ノ ビー ト 

左 は 曲 の カウ ンタ ー、 右 は テン ポ の 進み 具合 を 表し ます 。 
リバ ー ブ セ クシ ョ ン (MT 一 35、CDM 一 64 の み 使 用 可 ) 
リバ ー ブ ( 残 回 音 ) を 調整 し ます 。 録音 し た ば か り の 曲 
は 、 リ バー ブ が か か っ て いま せん 。 

タイ プ : 4 種類 の タイ プ が あり 、 音 の 広がり 方 が 違い ま 
す 。 

タイ ム : 残 回 時 間 を 設定 し ます 。 

レベ ル : 残 回 レベ ル を 設定 し ます 。 

テン ポ 

曲 の 早 さ を 調整 し ます 。 一度 設定 を 動か し て か ら 「 昌 ビ - 
SET] を クリ ッ ク す る と 、 最 初 の 設定 に 戻り ます 。 
⑩PLAY 

捧 を 始め ます 。 

⑪STOP 

曲 を 中 断 し ます 。 

LOAD 

ほか の 曲 に 替え る と き 、 フ ァイル か ら 読 み 込み ます 。 
⑬SAVE 

ミキ シン グ を 終え た 曲 を 記録 し ます 。 

EXIT 

ミキ シン グ ス タ ジ オ か ら 出 ます 。 

(操作 法 ) 

ポリ ュー ム 、 ジェ エー ダー 

数 値 入力 の 要領 (5 ペー ジ ) で 、 ツ マミ を クリ ッ ク し て 
その まま 上 下 に 移動 させ る 、 ま た は 黒い 部 分 を クリ ッ ク 
する 、 の 通り の や り 方 が あり ます 。 

D. パン 

最初 に ツマ ミ を クリ ッ ク し て くだ さい 。 左 ボタ ン を 押し 
た まま で 、 カ ー ソ ル を 左右 に 動か す と (ツマ ミ か ら 離 れ 
て も か まい ませ ん ) 、 ツマ ミ の 目盛 り も 右 回 り 、 左 回 り に 
動き ます 。 ボ タン か ら 指 を 離す と パン の 位置 が 決定 され 
ます 。 
































画 ミ キシ ング の や り 廊 


弄 ミ キシ ング 上 の 
注意 事項 

















① 最 初 に 、 フ ァイル 操作 画面 で ミキ シン グ し た い 曲 を 選 
択 し ます 。 

リバ ー ブ の 設定 を 決め ます 。 最初 は まっ た く リ バー ブ 
が か か っ て いな い 状態 で す 。 

③「PLAY」 を 選択 し て 、 曲 を 始め ます 。 

@⑳ 涯 奏 中 に 、 各 フェ ー ダ ー、 パ ン な ど ご を 調整 し て 好み の 
音 に 仕上 げ ま す 。 

人 気 に 入っ た ら 「SAVE」 で 録音 し まし よう 。 を 変 
更 し た いと き は 、「LDAD」 を 選択 し て 、 ほ か の 曲 の フ 
ァイル を 読み 込ん で くだ さい 。 
























































8. ドラ ム な ど リ ズム の トラ ッ ク で は 、 パ ン と リバ ー ブ 
は コン トロ ー ル で きま せん 。 

D. リバ ー ブ 、 マ スタ ー ボ リュ ー ム は 、MT 一 38、CM 一 
54 の 場合 の み 使 用 可能 で す 。 
C. ミキ シン グ 後 の 「SBAVE」 は 、 ミ キシ ング 終了 時 の 
セッ ティ ング が その まま 記録 され ます 。 曲 の 途中 で パン 
を 移動 し た り 、 ボ リュ ー ム の レベ ル を 変え て も その 状態 
は 記録 され て いま せん 。 





























まで 泊 S ぶ ざさ で に 


9 グ が 


呈 人 情 部 光 浸 S 口 い 
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男優 勝 後 の 特典 


玉 追 加 さ れる 機能 


みごと コン テス ト に 優勝 する と 、 ゲ ー ム 上 の すべ て の 制 











尽 か ら 自 由 に な り 、 だ れ と で も セッ ショ ン し 、 い つ で も 
を 録音 する こと が で きる よう に な り ま す 。 そ の と き に 
追加 され る 機能 な ど を 説明 し ます 。 












































金 が か か ら な い ] 

それ まで 有料 だ っ た 練習 スタ ジオ 、 ミ キシ ング ルー ム 
楽器 な ど が すべ て 無料 に な り 、 ス タ ジ オ な ど で は 「 こ の 
場所 を 出る ]、 ミ キシ ング ルー ム で は 「EXI|T」 を 選択 す 
る まで いつ まで も いる こと が で きま す 。 

[メン バー 集め が 自由 に な る ] 

メン バー を 誘っ た と き に 、 断 られ な く な り ま す 。 ま た 、 
意外 な 人 物 が メン バー に な っ た り 、 ス カウ ト で きる 場所 
が 増え た り し ます 。 

た だ し 、 ほ か の バン ド か ら 誘 われ た り 、 メ ン バ ー 志 思 
ミュ ー ジ シャ ン が 現れ た りす る イベ ント は その まま 残り 
ます 。 

[ファ ジィ スイ ッ チ ] 

スタ ジオ な ご ど で 「 メ ン バ ー の 設定 を 変え る | を 実行 し 、 
あな た の パー ト を 選択 し た と き 、 フ ァ ジ イィ スイ ッ チ が 追 
加 さ れ て いま す 。 

ファ ジィ スイ ッ チ と は 、 あ な た の 演奏 を コン ピュ ー タ が 
H 動 的 に 補正 する も の で 、 コ ン テ ス ト 優 勝 前 は ON の 状 
上 で す 。 こ れ を DFF に する と 、 補 正 機能 が 解除 され 、 
ちょ っ と キワ ご どい 演奏 が で きる よう に な り ま す 。 

コー ディ シグ ] 

コン テス ト 会 場 だ っ た コン サー ト ホ ー ル に 入る と 、 コ ン 
サー ト を 開く こと が で きま す 。 

コマ ンド は 練習 スタ ジオ と 同じ で す が 、 コ マン ド に 「 レ 
コー ディ ング 」 が 追加 され 、 演 奏し た ば か り の 曲 を いつ 
で も 録音 で きま す 。 













































































弄 メ ン バ ー 「 有 AP _OITY」 の 住人 は 10D 名 余り 。 ひと クセ も ふた 
クセ も ある 個性 的 な 人 物 が 揃っ て いま す 。 こ こ で は 、 次 
の 6 名 を 紹介 し ます 。 
オー ルド ・ ワ ッ ツ ーーーーーー- ゲー ム を 始め て まず 仲間 に し た い 人 。 
5 この 街 に 住み つい て ウン 十 年 。 すでに か な り の 歳 で ある 
老 ド ラマ ー。 最初 の うち は カン を 取り 戻せ ず 、 リ ズム を 
は ず し た りす る が 、 練 習 す る うち に 往年 の 片 過 を 見 せ 、 
すぐ れ た アン サン ブル ・ ド ラミ ング を する 。 マ イル ス ・ 
パー ク に よく 日 向 ぼ っ こ に 来 て いる 。 断 られ て も 何 回 も 
足 を 運 ぼ う 。 
ブラ ディ ゲッ トー に 果 く う パ ンク 系 の ベー シス ト 。 泣き 
た く な る くら い ヘ へ ヘタ クソ だ が 、 ゲ ー ム を 始め た ころ つき 
あっ て くれ る ベー シス ト は 彼 の ほか に は いな い 。 我慢 し 
て 一 緒 に 上 達し て いこ う 。 と きた ま 思 い 出 し た よう に 「 ピ 
7 ー タ ー・ ガ ン 」 も どき の フレ ー ズ を 弾く 。 
ガブ リエ ル 司 教 二 ーーーーーー 紀 t. ドル ピー 教会 に いる 聖 了 戦 者 。 カ リス マ 性 に すぐ れ 
街 の お 目付 役 と し て 尊敬 を 集め て いる が 、 暗 い 一 面 も あ 
り 、 夜 、 死 者 復活 の 儀式 を 行っ て いる の を 見 た と いう 人 
が いる 。 楽器 は や ら な い の で メン バー に は な ら な い が 、 
会 い に 行け ば いつ で も 何 か 話 を し て くれ る 。 ま た 噂 で は 
祭儀 な どの と き に 自分 で も 何 か 音 を 出す と いう 。 
マリ ー・ パ フ ーーー ド レミ の 泉 で の 街頭 演奏 で 生 記 を た て て いる フォ ー ク ・ 
ハ . 半 ギタ リス ト 。 "BU 年 代 フ リー ク で 思想 性 に 富み 、 非常 に 強 
情 。 自分 の スタ イル に 対し て は 頑 な な 女性 。 し た が っ て 
どん な に 一 喝 し て も ほとん ど ワ ン パ ター ン の 演奏 を する 。 






















































































初め て 一 緒 に 演奏 し た と き は 、 な ん だ コイ ツ と 思う くら 
いつ ま ら な い メ ン バ ー。 し か し バン ド の メン バー が 増え 、 
アン サン ブル が 気 に な り だ す と 急 に 必要 に な っ て くる 。 
特に 環境 音楽 風 の バ ンド に は 欠か せな い 。 暗号 名 は 5 。 
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ボ ジ オ = テウ ェ ッ ク ル 





ー 人 間 離 れ し た フレ ー ズ を 叩き 出す 超絶 ハイ テク ・ ド ラマ 
ー。 手 が 4 本 ある と いう 説 も もち る 。 た だ し か な り 存 在 感 
が あり 、 う る さい の で 、 た いて い の メ ン バ ー は 音 員 けし 
て し まう 。 ト リオ 編成 な ど 小 人 数 の バン ド で か っ こよ く 
決め た いと き に スカ ウト し よう 。 











男 曲 目 シナ リオ 「ZAP OITY 1991」 で 演奏 で きる 曲 は 全 
部 で I8 曲 。 い ろ い ろ な 曲 が あ り ま す が 、 そ の 中 か ら 次 の 

曲 を 紹介 し ます 。 

スト レン ジ ・ ブ ルー スー- 最初 は 何 の 変哲 も な い 曲 だ が 、 レ ベル が 上 が る に つれ て 
難し く な っ て くる 。 こ の 曲 を 苦手 と する メン バー も 多く 、 
本 当 に ちゃ ん と 演奏 で きる ヤツ は な か な か みつ か ら な い 。 
「 喝 ! 」 を し まく っ て が ん ば ろう 。 

エビ ドリ アン NO. 4 どん な メン バー で も それ な り に 演奏 で きる マイ ナー 調 の 
曲 。 新しい メン バー を 試す に は も っ て こい 。 バック を ユ 
ー ロ ・ ビ ー ト 風 に 固め て ギュ ン ギ ュ ン 弾き まく ろう 。 後 
半 部 分 で 音 が 上 が り 過 ぎ な いよ うに マウ ス を 制御 する の 
が 、 う まく 演奏 する コツ 。 






































































































































ソリ タリ ー・ ド リン カー- 一 一 最初 に 登場 する 3 曲 の うち も っ と も 明る く 、 普 通っ ぽい 
曲 。 演奏 も そん な に 難し く な い 。 ラ テン 風 の メ ン バ ー を 
集め て 演奏 し て みた い 。 

あの 娘 は エリ ノア ーーーーー 一 見 し ご く 単 純 な 曲 。 ソ ロ も と りや すい 。 し か し こう い 


っ た 曲 の ほう が うま くま と め る の は た い へ ん 。 調子 に 乗 
っ て ソロ を 取り すぎ な いよ うに 。 あ る メン バー と ある メ 
ン バ ー を 集め て プレ イ す る と 、 こ の 曲 の 正体 が 浮か び 上 











画 . 一 股 的 な ファ イル 
中 記 ー 


エラ ー (誤動作 ) が 発生 し た と き の お も な メッ セー ジ を 
説明 し ます 。 








ー ド な ど を 行う と き 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ へ の 
き 込 み 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら の 読み 取り が で き な い 
合 











ます 。 








時 由 を 確認 し 、 修 正 し て か ら 「 再 試行 」 を 選択 
する か 、「 中 止 」 を 選択 し て も と の 画面 で や り 直 し て くだ 




















な お 、 エ ラー の 原因 と し て は 、 以 下 で 述べ る も の の ほか 
に 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ が 壊れ て いる 場合 が あり ます 。 
@ 「 ド ライ ブ の 準備 が で き て いま せん 」 
指定 し た ドラ イブ に ディ スク が 正しく セッ ト さ れ て いる 
か どう か 確認 し て くだ さい 。 
e 「 セ クタ が 見 つか り ま せん 」 
@ 「 こ の ディ スク は 使え ませ ん 」 

オー マッ ト さ れ た セー ブ 用 ディ スク を 使っ て いる か ど 
うか 確認 し て くだ さい 。 フ ォ ー マ ッ ト さ れ て いな い 場 合 
は 、「 中 止 ] で ファ イル 操作 画面 に 戻し こと 、 フ ォ ー マ ッ ト 
し た の ち に 再度 実行 し こく だ さい 。 
ディ スク 自体 に 欠陥 が ある 場合 も 考え られ ます 。 こ の 場 
合 は 、 ほ か の セー ブ 用 ディ スク に に 取り 替え て くだ さい 。 
e [書き 込み 禁止 で す ] 
セー ブ し よう と する ディ スク に プロ テク トシ ー ル が 棚 っ 
て ある 場合 が お も な 原因 で す 。 シ ー ル を 外し て くだ さい 。 



























































プレ イ 内 容 の デー タ や 、 田 の デー タ を セー ブ や ロー ド す 
る と き に 起こ る エラ ー で す 。 ウ ィ ン ド ウ の タイ トル に は 、 
「 デ ー タ ロー ド エ ラ ー」 な ど 、 フ ァイル 操作 の 種類 が 表 
示さ れ ま す 。 

「 確 認 ] を クリ ッ ク す る と 、 セ ー ブ や ロー ド を 中 止 し て 、 
も と の 画面 に 戻り ます 。 
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還 3. フ ァイル シス テム 
エラ ー 


% 「 フ ァイル が 見 つか り ま せん 」 

指定 し た ファ イル が 指定 し た ドラ イブ 、 デ ィ レ クト リ 内 
に 存在 し て いる か どう か 確認 し 、 フ ァイル を 指定 し 直し 
で くだ さじ Ce 

@ 「 フ ァイル を 作成 で きま せん 」 

作成 し よう と し た ドラ イブ 、 あ る い は 作成 し た ファ イル 
名 が 書き 込み 禁止 に な か っ て いる 場合 で す 。 書 き 込 み 可能 
な ディ スク 、 あ る い は ドラ イブ に 変更 する か 、 別 の ファ 
イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 

@ 「 フ ァイル の 読み 込み が で きま せん 」 

@ 「 フ ァイル の 書き 込み が で きま せん 」 

ディ スク 、 あ る い は ファ イル が 異常 で す 。 正常 な ディ ス 
ク に 変更 し て くだ さい 。 

@ 「 デ ィ ス ク が いっ ぱい で す 」 

ディ スク の 容量 が いっ ぱい な の で 、 ほ か の ディ スク に 変 
更 す る か 、 不 要 な ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 








ゲー ム の 進行 中 、 必 要 な ファ イル の 読み 書き が で き な い 
場合 に 起こ り ま す 。 

この エラ ー が 発生 する と き は 、 先 だ っ て 「 シ ステ ム エ ラ 
ーー の メッ セー ジ が 表示 され る こと が ある の で 、 そ れ で 
原因 を 確認 し て くだ さい 。 

この エラ ー が 発生 し て 「 中 止 」 を 選択 する と 、 強 制 終 了 
させ られ る 場合 が あり ます 。 





























































































































玉音 色 デ ー タ 表 
NO. Name コ NO0. Name 
7 光 3 
う 44coz な G/Zc./ 固い アコ ピ 37 
3 4coz/77Z03 柔らか い ア コピ 35 40g Swz 
了 36 /e47 Sw が 計上 の 衣 し 」 朋 示 の リー ドジ ン セ 
5 ec/72702 固い エレ ビ 37 太 702 の と に た 計 じ の 立ち 上 が り 
な ー 38 
Z ZiccPdz04 系 5 ら かい エレ ビ 39 UM ge/ - 
ざ 7 
9 27 
7 _ / ら ーー 
7 ー 23 - 
72 万 /ec O7g 了 プ ガ 
79 7e O7g 7 ヲ 5 
77 _ 76 
75 77 Pec ex7 ー 
76 『 ー 48 4MDY 6 7 柔らか め の エレ キ ギタ ー 
7Z 7 が 7 7 79 - 
7 ざ 50 
79 57 S7 Se 3 
2 の 52 zzc7 ー 
27 Ce 2 53 _ 
2 ク pZ4 
23 女 0DS.S(S サス ティ ン の 効い た ロー ズ ビ アノ 55 
22 56 Ce/o 2 
25 Sw 訪 2ss 7 57Z Css 477 アタ ッ ク の 強い コン トラ バス 
26 Sw 訪 2ss 2 28 
妥 / 99 
2 60 
29 67 Cg7 
3 の 62 7/ec C7 7 フラ ッ ト な エレ キ 
37 Syz Zss 3 63 万 /ec C な ク 固い エレ キ 
32 Syz ss 67 








・R 下 


部 ー リ に に 
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名 ー に に ・ 似 

















65 9Z が Se7 2 
66 .lco7 ss2 の 8 
6Z 999 
68 7 が ec ss う 777 





69 
2 の SN ss う 2 


707 SOLO た G7 アタ ッ ク の 双 し エレ キ 
772 























カ 793 
2 万 ecx 3 707 

73 705 477777702 至 い マリ ン バ 

Z/ Pe 2 706 

な ーー 70Z 

な 708 ー 
ZZ _- 7 S)21477 三昧 線 

9 7 の Lo 





29 so の sr 


アダ タッ ク の 育 い くせ の な い サ ックス 


777 cco7c7 





























の 772 
87 773 7e2 。。 ピッ チ の 5 ょ っ と ずれ た ボトル ブロー 
82 77 

83 775 

7 776 

85 0O8oe 77Z _ 

SO ーー 77 ぐ 7 C ん の 2 

8Z 779 

89 720 SOLO. 12 こす っ た 巧 じ の 壮 い ヴァ イオ リン 





89 MLES 7P/ ア タッ ク の 8 れ た 区 じ の トラ ン ペッ ト 





27 op の 





アタ ッ ク の 層 い トラ ン ペ ッ ト 


27 7 C77C6 ノ ー マ ル ディ スト ーション 
722 1 の CO770 ウ ァ タ ッ ク 強 い 至 い デ ィ ス トー: 




















の 29 Oc 7 

92 727 

93 725 is/ C7X7 フ ァ ズ ギター 

97 726 

9 。 722Z ED /S7P 高 半 の 強い ディ スト ーション 





96 7 が Sec7 7 


728 7E4D DS77 ピロ 妥 タッ ク の 8 い デ ィ ス 





































































































圏 リズ ム デ ー タ 表 
NO. Name Key No. Name Key 。 Key- | 

ど Note- Noie NO. 
1 COUNT CH 27 Ride Cym D 3 
2 | 36 28 Elec TONI 5 _ 
3 DH 27 。 29 Elec TOM2 F3 53 
4 E1 28 30 Tambourine FS 51 

FI 29 31 Elec TO G3 55 

柚 較 FI 30 32 Cowbell ーー G 抽 _56 
7 G1 31 33 ElecTOMI A3 57 
8 Acou BD [3| 32 3】 Elec TO 四 AS 58 
9 AcouSD Al 33 35 Elec TOMG6 B3 39 
10 LIGHTSD AH 3 36 Iligh Bongo CI 60 
il ElecBD 。 BI 35 37 Low Bongo C 肌 61 
12 Acou BD C2 36 38 Mt IiConga D1 62 
13 Rim Shot CH 37 39 ItighConga 。 D 提 63 
14 Acou SD D2 _ 38 40 Low Conga E+ 64 
15 Hand Clap D82 39 HH Hi Timbale FI 65 
16 Elec SD E2 10 2 mbale 。 F 提 66 
17 AcouLowTom F2 - 11 43 Iligh Agogo GH 67 
18 Clsd HiHHat F 12 4 Low Agogo 。 G 肌 68 
19 AcouLowTom G2 お 3 Cabasa は で! 69 
20 OpenHiHat2 G8 1 46 Maracas A 抽 70 
21 AcouMidTom 。 A2 5 47 SmbaWhis S 時 
22 OpenHiHatl A 后 16 38 SmbaWhis L 5 72 
23 AcouMidTom B2 47 49 Quijada C 損 73 
24 Acou HiTom CS 8 50 D5 74 
25 Crash Cym CC 49 51 Claves D お 5 75 
26 Acou IIiTom D3 50 
注 ) 1 COUNT 演 奏 開 始 時 の カウ ント 

8 Acou BD リバ ー ブ 付 き バ ス ド ラ 

10 LIGHTSD 軽い スネ ア 。 ロ ー ル で も 可 。 普 通 の スネ ア よ り 音 量 を 305 下 げ る 

12 Acou BD リバ ー ブ な し バス ドラ 





28、29、31、33 一 35 Elec TOM 段階 付き エレ キ ド ラム 。 小 さい 番号 か ら 順 に 音 が 高く な る @e 


・ 呈 咽 


導 Wー ポ に に 
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り 古 さい NJMI ア 
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弄 コ ユー ザー サポ ー ト 


トラ ブル に つい て 


弄 ト ラブ ル こ 思う 前 に … 














次 の 項目 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 

















ご 使用 の つ コ ンピュータ の 機種 と ソフ ト は 対応 し て いま 
すか 。( パ ッ ケ ー ジ に 記載 し て ある 機種 名 ・ メ ディ ア を 人 確 
認 し て くだ さい 。) 

口 必要 な メモ リ 数 を 搭載 し て いま すか 。 

メモ リ は 64D キ ロバ イト 必要 で す 。 

ドラ イブ の クリ ー ニ ング は し て いま すか 。 

長期 間 使用 し て いる と 、 読 込み 精度 が 低下 する こと が 
あり ます 。 @ 一 3 週間 に 1 度 は 、 市 販 の クリ ー ニ ング デ 
ィ ス ク で 、 ラ ロウ ピー ディ スタ ドラ イラ ヲ の クリ ー ニ シッ グ 
を し まし ょ う 。 






































お 買い 上 げ い た だ いた 製品 が 立ち 上 が ら な い 場 合 や 、 何 
回 か プレ イ し た だ け で 動か な く な っ て し まっ た 場合 な ど 
は 、 保 証書 と すべ て の ディ スク (P ロ ー980I 版 …… 8 枚 、 
FM-TDWNG 版 …… 〇 ロー 日 DM 1 枚 ) を 、 下 記 の 
当社 係 あ て に お 送り くだ さい 。 

その 際 、 お 手数 で す が 、 巻 末 の サポ ー ト シー ト に 記入 の 
うえ 同封 し て くだ さい 。 検査 の 上 、 次 の よう に 処理 させ 
て いた だ きま す 。 
| . 製造 段階 で の 問題 等 、 当 社 の 責 に 帰す べき 事由 に よ 
る 動作 不良 の 場合 は 、 完 動 品 と 無償 交換 いた し ます 。 
p. お 客 様 の 不 注意 に よる 故障 や 、 長 期 の 使用 に よる 故 
障 等 、 当 社 の 責 に 因 ら な い 事 由 で の 動作 不良 の 場合 は 
ロロ ー9801 版 の み 3.000 円 に て 有償 交換 いた し ます 。 ( 事 
情 に より 、 有 償 交 換価 格 を 変更 する こと が あり ます ) 
3. FM-TODWNS 版 の 有償 交換 は いた し て お り ま せ 
ん 。 ご 了承 くだ さい 。 

4 . 保証 書 を 同封 な さら な い 場 合 は 、 当 社 規定 の 保証 を 
いた し か ね ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 

























































































※ ご 注意 
不良 品 の 検査 ・ 交 換 ・ 修 理 に は 、 多 少 時 間 が か か る 場合 





状 の 判定 に 時 間 が か か り 、 処 理 が 遅れ る こと が あり ま 
通常 の 封筒 ・ 小 荷物 等 に 現金 を 同封 する と 、 郵 便 法 に 触 
れ ま す 。 交 換 手 数 料 は 郵便 小 為替 に て ご 同封 くだ さい 
また 、 万 一 の 郵便 事故 に よる 紛失 、 破 損 な ど に つい て は 
当社 で は 保証 で きま せん の で 、 で きる 限り 「 簡 易 書留 郵 
便 ] で お 送り くだ さい ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


肖 き 





商品 に 関す る ご 相談 、 お 問い 合わ せ は … 

「 バ ンド くん 」 ユー ザー サポ ー ト 係 

電話 045-561-6B61 

(月 一 金 年 前 I0:00 一 IP:OO 午後 1:00-5: 0D) 

e 新 製 品 の 発売 日 お よび 内 容 の ご 案内 は … 

テレ ホン サー ビス 電話 045-561-1100 

デー タ な ど 、 内 容 に 関す る ご 質問 は … 

まこ と に 勝手 な が ら お 受け 致し か ね ます の で 何卒 ご 了承 
くだ さい 。 








〒g3 横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1-4-4 
株 式 会 社 光 栄 
「 バ ンド くん 』 ユー ザー サポ ー ト 係 


ド あ り ま す 。 ま た 、 故 障 内 容 を お 書き 添え に な ら な いと 、 
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還 サ ポー トシ ー ト 








切り と ら ず すず 、 コ ピー し て ご 使用 くだ さい 。 











ご 氏名 (フリ カナ) ン お 電話 番号 




















ご 住所 
コン ビ ピュー タ 機種 名 : 
メモ リ (RAM) 容量 : バイ ト 
拡張 メモ リボ ー ド 品 な し 口 あ り 
_ (メー カー 機種 名 : ) 
ディ スプ レイ 機種 名 : 
ハー ド デ ィ スク 品 な し 口 あり 
ー (メー カー ノ 機 種 名 : ) 
外部 ディ スク ドラ イブ 口 な し 口 あり 
(メー カー 機種 名 : ) 





使用 し て いる ク ロッ ク 数 
その 他 の 拡張 ポー ド 
故障 内 容 








@ 本 裂 品 は 、PC-9801 版 に 填 し て は エル ・ エ ス ・ ア イジ ャ パン 社 の LSI C-86 
コン パイ ラ 、FM-TOWNS 版 に 対し て は メタ ・ ウ ェ ア 社 の High-C コ ン パ イラ 
を 用 いて 、 プ ログ ラム の 一 部 を 製造 し て いま す 。 


[バン ド く ん 』 オ ペレ ーション マニ ュ ア ル 
⑥ 〇 1990 KOEI Co.,Ltd. S0383-9011 人 千 請 中 


こと 


SI 





なせ 


